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 予算審査特別委員会：平成２５年３月１３日 （再 開 午前 ９時３０分） 

 

委員長 皆さんおはようございます。ただいまより、予算審査特別委員会を再開し、た

だちに会議を開きます。ただいまの出席委員は１２名で会議は成立いたします。

それでは、昨日に引き続き、議案第１９号平成２５年度平取町一般会計予算に

対する質疑を行います。最初は、昨日の保健福祉課長より答弁できませんでし

た部分につきまして、お答えいただきたいと思います。保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

それでは、１２８ページをお開きいただきたいと思います。１９節負担金及び

交付金、浦河赤十字病院改築事業費負担金に関連した千葉委員からのご質問に

お答えを申し上げます。浦河赤十字病院につきましては、解体費用含めまして、

解体備品等すべての費用を含めまして全体事業費が５５億９５００万円でござ

います。その内、日高管内各町の負担が３２．７％、約３分の１に当たります

１８億３千万円となっております。内訳といたしまして、日高町が１８３万円、

平取町が３８万円、新冠町が３４４万円、新ひだか町が８２６３万円、浦河町

が１５億５１８４万円、様似町が１億３３１５万円、最後にえりも町が５６７

３万円、合計で、１８億３千万円となっております。続きまして、同じく１２

８ページ１９節、浦河赤十字看護専門学校運営費負担金に関連した松澤委員か

らのご質問に対しましてお答えを申し上げます。平取町から同校に入学してい

る生徒の人数は、現在、１年生が１人、４月から２年生になる生徒さんが１人

ということでございます。以上であります。 

 

今答弁のあった部分につきまして、何かご質疑ございますか。なければ、昨日

の続き１５４ページ、土木費から質疑を行います。１５４ページございません

か。１５５、１５６ページ。１５７、１５８ページ。１５９、１６０ページ。

５番平村委員。 

 

平村委員 ５番平村です。１６０ページ、７款２目１９節の負担金、補助及び交付金のと

ころで住宅リフォーム促進助成金なんですが、この制度は平成２２年度から３

か年の時限制度でスタートされています。この前年度は応募が多いということ

で倍増して８００万円の予算を措置されましたので、需要が多いということで

６月の議会で補正して４０件を補正しています。予算総額では、１６００万に

なっているんですが、全員それは実績として使われたのでしょうか、またこの

制度は３か年という時限を切ってやったのですけれどもまた今年度から各１０

件を予算に入れてきているんですけれども、本年度もまた多かったら、増やす

ようなことはないんでしょうね、その辺をちょっとお伺いしたいと思います。 

 

委員長 まちづくり課長。 
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ま ち づ く

り課長 

お答え申し上げます。実績といたしましては、２４年度、当初予算で８００万、

補正予算で８００万、１６００万ということで、これは全額執行される見込み

でございます。この制度につきましては、ご質問の通り３年間の時限的な制度

ということで、スタートいたしましたけれども、この最終年度にやはり駆け込

み的な、非常に大きなニーズがあったというようなこともございまして、その

点も勘案しまして恒常的な制度として継続すべきだというような判断をしたと

いうようなことでございまして、総合計画でも、３か年同額の内容で計上して

いるということございまして、今後、このような制度を続けることで、町民の

住宅環境の整備と町内の経済的な活性化を図っていきたいというふうに考えて

おります。 

 

委員長 平村委員。 

 

平村委員 昨年がね、応募が多かったということで、全額出たのでいいことなんですけれ

ども住民に対してやはり３か年っていう期限を切ってたものですから、もうな

いっていうことで去年なんか急いで応募したっていうような方もいたようなん

ですよね、それがまた今年度からこういうふうにやるんであれば、毎年これか

らはやるとかそういうやっぱりＰＲもね、必要でないと何か去年も無理してで

もね、もう終わりになるということで応募した方が何人かいらっしゃいました

ので、その辺もやはり、住民にきちんと説明をしながら今後もいいことなので、

続けてほしいと思います。 

 

委員長 まちづくり課長。 

 

ま ち づ く

り課長 

この制度がですね、継続的に恒常的な制度として、取り組むというようなこと

を住民にＰＲさせていただきたいと思います。 

 

委員長 ほかございませんか。なければ１６１、１６２ページ。千葉委員。 

 

千葉委員 １０番千葉です。１６１ページの１５節工事請負費のところでお伺いいたしま

す。予算説明の段階では、振内新団地１棟２戸分ということと、それと解体に

おきましては、５棟１８戸分ということでご説明を受けました。これは順を追

ってのお話になろうかなというふうに思ってますけども、振内地区におきまし

ては山手団地、通称でＤ団地ですか、における部分の老朽化した住宅も相当傷

んでおり、昨日も除雪のお話出てましたけども、メインの通りというのは町道

にもなってる部分もあるんですけども、建てた年数がかなり古くて、住宅と住

宅の間の通り道、私道に当たるわけなんですけども、その部分が住宅が入って

ないと入居されてない、ずっと入居されてないということは雪もよける術がな

しということで、途中で行き止まりの状態になってしまうわけですよ、冬期間
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は。車が往来できない通りが２か所３か所できてくる、要するに住宅が入って

ないもんですから、まあほぼ永久にこれからも入らないだろうということで、

そう言ったかたちで冬期間に支障をきたすということで、やはりもう改修して、

入居を募集を募れないというような判断をされている住宅のあり方についてな

んですけども、今後の解体計画含めていま現在の理事者側の考えをお聞きした

いと思います。 

 

委員長 建設水道課長。 

 

建 設 水 道

課長 

ご質問にお答えしたいと思います。住宅の整備計画につきましては２４年１２

月２０日の全員協議会で公営住宅の長寿命化計画をご説明させていただきまし

たので、計画に基づいて１０か年整備計画を図ってという基本的なスタンスは

変わってございません。ただ今回ですね、振内の山手団地の除雪の問題が出て

きました。そういうことで今委員さん言われるとおり、問題なのは１棟４戸の

場合、両サイド人が入ってなくてまん中に一戸入っていた場合に、まん中は除

雪するけど両サイド除雪しないから道路に出れないっていうそういう問題が実

は生じてきている。それは振内だけでなく、ほかの地域もそうなんですけど。

そういうことで昨日、ちょっと内部検討させていただきましたけど、そういう

ことでできれば、空き家がありますんでそういう問題を解消するために、ほか

の棟に移ってもらうか何かそういう対策をして空いた住宅を解体するというこ

とにして、そこを堆雪スペースに使えれば、いま以上に効果が上がるんでない

かということで、その辺内部的な検討をいたしました。今回の総合計画の関係

もあって振内の池売団地ですね、５棟１８戸解体する計画になっておりますけ

ど、来年度以降、長寿命化計画ありますけれども、その辺今言ったような考え

方しながらですね、空き家の部分を、移転か何かして１棟そのもの居住しない

ようなかたちをとって解体して、堆雪スペースにしていくというかたちが一番

いいんでないかというようなかたちで昨日協議いたしましたのでそういうよう

なかたちで来年以降、進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

委員長 ほか、５番平村委員。 

 

平村委員 １６２ページ１目消防費のなかでお伺いしたいんですが、救急活動にかかわっ

てお伺いします。救急搬送実績は、平成２４年の１月から１２月までの１年間

の実績で、出動件数は２４５件のうち一番多いのは、急病で１２７件、次、転

移送搬送で５９件、一般負傷で２８件、交通事故で１９件と圧倒的に急病患者

が多くあるような状況であります。救急業務を２４時間体制で病院と連携して

やられていると思いますが、ここでは消防と病院との連携組織の関係について

考え方を伺いたいと思います。業務遂行上、救急救命士と病院医師とを含めた

連絡会議的なものを組織化することによって相互の意思疎通も図られると思い
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ますが、この考え方に対して、消防と病院のほうの、事務長さん、署長さんの

考えをお聞きしたいと思います。 

 

委員長 消防支署長。 

 

消 防 支 署

長 

それではお答えいたします。現在の救急体制で病院搬入関係は、昭和６３年４

月に救急業務を開始し、その後６３年８月に当時の町長、助役、事務長、支署

長、それと総務課長でいまの体制を確立しました。というのはすべて平取町の

患者さんは、平取国保病院で収容するという約束事を決めております。それと、

管外搬送というのは、原則的に医師が搬送先を決定して、必ず看護師１名を同

乗して搬送するという約束事が決められております。その点、ほかの種々問題

点があったときには、逐次相談しながらやっております。それでも必要である

というのであれば何かこれから対策を考えなきゃならんと思いますが、現在の

ところそういう問題点はおきておりません。以上です。 

 

委員長 よろしいですか。病院事務長。 

 

病 院 事 務

長 

それではお答えします。今支署長がお話したとおり、国保病院の医師とですね、

消防のほうと定期的にそういう会議はもっておりませんけれども、もし必要で

あればそういう会議、もつことについては良いことだと思いますので、今後検

討させていただきますし、毎年９月９日、救急の日ということで、各町持ち回

りで講演会を開催しておりますし、そのなかで消防関係者と医師との懇親会も

行われておりますので、そういうことも実施しているということで、よろしく

お願いたします。 

 

委員長 よろしいですか。ほかございませんか。なければ１６３、１６４ページ。山田

委員。 

 

山田委員 １６３ページの消防費、災害対策費についてお聞きいたします。先日長知内自

治会で図上訓練というものを実行しました。当然私たちの自治会長も消防の幹

部でありまして、自治会でやっといたほうがいいんじゃないかということで実

施されたわけでございますけども、初めての経験でしたけども、非常に災害対

策に対する意識の向上に関しては非常に自治会員、勉強になったということで、

喜んでおりました。当然、今後消防としても、この図上訓練含めて災害のいろ

んな訓練はやっておられると思いますし、今後も実行されていていくんであろ

うと考えられますけども、いろいろ紙代だとか、付箋だとかいろいろ経費持っ

てきて、お金もかかってるんだろうなって気がいたしましたんで、こういう災

害対策費のなかでやはり予算的にみる必要があるのか、今後のまた、平取町自

治会内でのこの図上訓練などの計画性をどのように持っておられるのかその辺
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お聞かせください。 

 

委員長 総務課長。 

 

総務課長 はい、それはＤＩＧの関係について私のほうから答弁させていただきたいと思

います。災害図上訓練ＤＩＧにつきましては、消防でのＤＩＧの指導員という

かそういうので養成しておりますので、２４年度に各自治会に開催できるよう

要請をしておりました。そして２４年度につきましては本町地区の役員、そし

て長知内自治会ということでの開催でありました。他の自治体については調整

をするよう、開催できるようお願いをしておりましたが、なかなか開催できな

い状況にありましたので、２５年度につきましては改めて自治会にお願いをし

て開催をしていきたいということで考えております。それでＤＩＧの関係の予

算の関係の消耗品の関係でありますが、ここの１１節需用費の消耗品のなかに

災害対応用の土のう等の消耗品とＤＩＧにかかる消耗品、図面だとか、パラフ

ィンというか図面上に書けるそういうもの、そういうものの消耗品を今回この

なかに予算計上させていただいておりますので、その分かかる経費については

このなかでやっていきたいということで考えております。 

 

委員長 ほかございませんか。平村委員。 

 

平村委員 平村です。同じく２目災害対策費、１６３ページ１節の報酬、需要費の消耗品

で備蓄の土のう等消耗品で書いてありますけれども、食料品とかそういうもの

の備蓄は全然ないのでしょうか。あと、そのほか毛布とかそういうものは、も

う既にあるのでしょうか。 

 

委員長 総務課長。 

 

総務課長 この消耗品のなかに備蓄食糧として、２５年度においてはアルファ米でありま

すけども、約５００食ぐらいの購入予定をしております。そのほかにパンの缶

詰だとか、飲料水、そういうものを含めて３０万円の予算計上をさせていただ

いております。毛布の関係でございますが、毛布につきましては平成２４年度

でありますが、防災パック毛布ということでの購入での１００万を計上させて

いただいておりますので、それで２４年度購入して備蓄をしているということ

であります。 

 

委員長 ５番平村委員。 

 

平村委員 もう一つ、そのなかで防災会議の報酬が１２名で５万４千円計上していますが、

年何回ぐらい計画されているのですか。 
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委員長 総務課長。 

 

総務課長 防災会議につきましては年１回ということで２４年度につきましては見直しの

関係で３月末に会議を開催したいということで考えております。 

 

委員長 平村委員。 

 

平村委員 この防災会議はその年１回なんですけれど、この防災計画にかかわってお聞き

したいんですけど、この問題は２３年の１２月の議会でも一般質問しておりま

す。昨年の予算審査特別委員会でも、質問をしていますので、確認したいので

すが、道の津波被害想定図をもとに防災計画の見直しをすることになっていま

したが、防災計画を見直しして、防災ガイドマップを作成されたのかどうか、

お聞きしたいと思います。 

 

委員長 総務課長。 

 

総務課長 道の津波想定図の関係での防災ガイドマップでありますが、まず津波について

は皆さんもご承知のとおり、１千年に一回での津波の想定については、平取町

まで津波は影響はないということの結論になっております。防災ガイドマップ

につきましては２４年度で、予算計上しておりますので、いま業者に委託して

最終でのゲラがもうすぐ届いてですね、届きましたら議員さんにも見ていただ

きたいと思っています。そして、今月自治振興会の役員会が開催されると思い

ますので、そのときに各自治会長にもどういう内容かを見ていただいて、最終

的な印刷をし、各戸に配布していきたいということで考えております。 

 

委員長 ５番平村委員。 

 

平村委員 今年度中にでき上がるということで、それはいいんですけれども、前にも一般

質問したことがあるんですけど、海抜プレートの設置ということで、本町のほ

うはあまり関係ないのかもしれませんけど紫雲古津、去場、荷菜近くまではあ

まり海抜が高くないので防災意識の向上等を図るためにも必要ではないかと思

いますけど、その辺はいかがでしょうか。 

 

委員長 総務課長。 

 

総務課長 海抜プレートの関係でありますが、高さの関係の分については、先ほど言いま

したように津波については平取町に各避難所等についての影響はないというよ

うな状況にあります。いま建設課のほうに、避難所の施設の分での海抜の関係、
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国道からの水準点がございますので、そこからの分についての避難所の高さ、

海抜の高さを図ってもらえるよう、建設課のほうにお願いをしておりますので

それができればですね、施設の入り口等に海抜の分はかけていきたいなという

ことで考えております。 

 

委員長 よろしいですか。ほかございませんか。なければ１６５、１６６ページ。１６

７、１６８ページ。四戸委員。 

 

四戸委員 はい、７番四戸です。１６７ページ、９款１目１３節の学校管理委託料につい

てですが、これ２４年度より２５万２千円ほど、増額になっております。この

内容について、説明を伺いたいと思います。 

 

委員長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習

課長 

はい、それではただいまのご質問にお答えしたいと思います。これにつきまし

ては、各学校に校務補っていうのを置いておりますけれども、紫雲古津小学校

と二風谷小学校においては校務補がおりませんで、教頭先生なり一般教員なり

の方が、例えば学校の小さな営繕だとか冬は雪かきだとかそういうことをやっ

ていただいているのか現状でございまして、それで負担ということもあります

し、紫雲古津小学校と二風谷小学校で２校で１名ということで、例えば午前中

片方の学校行って、午後からもう一方の学校というそういう勤務の仕方をして

もらうということで、２校で１名ということで１名分の校務補を増やすという

ことで計上しております。 

 

委員長 よろしいですか。ほか、平村委員。 

 

平村委員 すみません、１６５ページに戻って下さい。２目事務局費のなかで、７節の賃

金の小中学校生徒指導教員等賃金について、前年度は報酬は２名ということで、

計上されてたんですけれども、今回３名分が計上されているんですけど、前は

平取小学校と平取中学校だったのですが、この１名の増員はどこに配置される

のかお伺いしたいと思います。また学習習熟度の習熟度別指導とありますけれ

ども、どういうこの中身の指導はするのかちょっとお聞かせください。あと賃

金がすごく１４４７万円で３人ということになってるんですけど、現職の先生

を採用するのか、その辺がちょっと高額な賃金なので、その辺も知りたいと思

います。 

 

委員長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習 はい、ただいまの質問にお答えしたいと思います。現在は平取中学校と平取小
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課長 学校と２校にそれぞれ１名ずつ配置しておりますが、もう１名、理科の強化と

いうことで３校かけ持ちで指導してもらうということで、振内小学校のほうに

１名配置することです。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 それでただいまのご質問にお答えをさせていただきたいと思います。２目事務

局費におけます７節賃金での小中学校生徒指導教員等賃金ということで、２５

年度におきまして３名分について予算措置をさせていただいたところでござい

ます。このうち２名ということにつきましては、これまでの予算措置と同様と

いうことで、ただいま課長が申し上げましたけれども平取小学校、平取中学校

における町単独採用での教員ということでの配置になってございます。これに

つきましてはいわゆる少人数指導というようなことでクラス数を分けるような

かたちのなかで習熟度別といいますか、十分学力向上等に対応すべき教員での

配置ということにいたしているところでございます。また、２５年度で１名増

員ということでの予算措置につきましては、教育行政執行方針でも申し上げさ

せていただきましたけれども、平取町内においては、３校が複式学級というこ

とになってございます。紫雲古津小学校、二風谷小学校、貫気別小学校、この

３校において複式学級ということでございまして、この複式学級における指導

方法ということでは、それぞれの教科において違いますけれども、いわゆるＡ

Ｂ年度指導方式というようなことで、例えば、３、４年生が複式ということで

あれば、１年目において４年生の授業を行って、２年目において３年生の授業

を行うというようなことで、いわゆるこれがＡＢ年度指導方式ということにな

ってございます。そのようなことで、体系的な授業形態とならないということ

で、基本的に学習指導要領に基づきますと、学年別に指導するということが基

本になってまいりますので、平取町として、これまでこういう方式をとってま

いりましたけれども、やはり学年別指導を行うということの基本に戻るという

ことで、２５年度において、まずは理科の教科について教員を配置をするなか

で学年別で行っていきたいということでの町単独での教員配置ということにな

ってございます。この理科ということにつきましては、３校で巡回をするとい

うことになりますので、紫雲古津小学校をホーム校といたしまして、二風谷小

学校、貫気別小学校をそれぞれ兼務校ということにいたしているところでござ

います。それで１週各校６時間ずつの時間を持ちまして、３校で１８時間とい

うことでの授業予定を現在のところいたしているところでございます。そうい

うようなかたちのなかで、学力向上にそれぞれ努めていただきたいということ

での予算措置でございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 

委員長 よろしいですか。ほか、山田委員。 
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山田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

生 涯 学 習

課長 

学校のホームページの作成というか開設についてということで、すいません教

育総務費、事務局費という項目でいいのかちょっと迷いましたんでお聞きした

いと思いますけども、各市町村のホームページ等を見ますと、学校、教育委員

会という項目のなかに多数の各小学校のホームページが作成されております。

平取町におきましても、振内小学校、平取町中学校でしたっけ、はのっている

んですけどあと小学校に関しては学校の写真と校長先生のあいさつ文がのって

るぐらいかなという印象しか持ってないんですよね。そこでもう少しこのホー

ムページの作成ということで、各学校に充実したホームページを作るよう、だ

とか、平取町のホームページ開けば見れるよ、というような、そういう方法、

またさらには各地域に学童保育および児童館等も含まれておりますけども、こ

ういうところのホームページもできれば、ボタン一つで見れるようなことがで

きればなと思っているんですけど、その辺の考え方、いかがでしょうか。 

 

生涯学習課長。 

 

はい、ただいまのご質問でございますけれども、いま現在２校でホームページ

を開いているところでございますけれども、そのホームページをつくって公開

するということなりますと、特に、パソコンの扱いだとか、そういう公開する

ものについての、技術とかもですね特に長けた先生がいらっしゃればそういう

ことにもできるかなと思うんですけれども、各学校にそういう整備というか整

うかどうか、どういう方法が今後できるかどうかということもありますけれど

も、今後検討してやってきたいと思いますけれども、いますぐにということに

はちょっと難しいかもしれませんけれども、ほかのところも参考にしながら、

今後検討していきたいと考えます。それから、児童クラブとかというところに

なりますとまた管轄が違いますけれども、そちらのほう、例えば町のホームペ

ージを開くといろんなとこにリンクして、いろいろな情報が見れるとかってい

うことになれば、また住民からアクセスしたときにいろいろな情報がみれると

いうことでいいことだと思うんですけれども、学校の環境につきましては、ど

ういう方法がいいかということを今後検討してできる方法をさぐっていきたい

と考えております。 

 

委員長 よろしいですか。ほかございませんか。鈴木委員。 

 

鈴木委員 １６７ページ、１３節委託料、学校管理費の関係で伺います。先ほど四戸委員

から質問があったわけでありますけど、この学校管理ということで校務補、二

風谷そして紫雲古津かけ持ちで１人ということでございます。それで伺いたい

のはですね、この委託をするという以前に直接雇用という考え方ってのは、当

初から全くないものなのかどうなのかなっていうことについて伺いたいと思い

ます。この学校の校務補、また、業務補ということではいまたしかに小学校に
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しろ中学校にしろ、今回のいただいた資料を見てもですね、校務補となると、

直接雇用されている方が１人もいないという状況が見受けられます。直接雇用

されているのは、小学校の業務補そして中学校の業務補というかたちでありま

すし、そういった意味では中学校のことはまた中学校の段で聞いてもいいんで

すけど、同じ学校管理費ということで一緒でもいいのかなって思っております

けど。中学校の業務補助については２人から今年度１人に減るというかたちに

なっております。結局、元はですね、この校務補、あるいは業務補の方々にし

ても一応嘱託職員というかたちで、採用されまして、そして、６０歳の定年を

迎えたときに、それ以後も働き続ける意思があれば、元は早くには苫小牧のほ

うにしか派遣会社ありませんでしたのでそちらのほうに登録していただいて働

いていただくというかたちがありまして。そしてそれが、また６５歳ぐらいで

定年になったのかなと思いますけれども、その後はですね、また新しく校務補

にしろ業務補にしろ直接雇用というかたちでまた採用されていたというふうに

考えております。これがすっかり派遣ということに派遣といいますか、そうい

う委託業務ということになりますとね、たしかに退職年齢以上の方でも仕事が

したいという方については、採用していただけるということも確かにあるのか

もしれません。現実そうなっていると思いますけれども、成壮年といいますか、

そういう方々の採用にはなかなか至らないんでないのかということについて、

常々危惧しております。そういうことでですね、総体的な賃金といいますか、

人件費の削減ということを考えておられるのかもしれませんけれども、やはり

町内に住んでおられる方の仕事の確保という面からいって、ある程度安定した

仕事の確保ということからいくと、やはり委託業務よりはですね直接雇用され

たほうがということが当然良い内容になるというふうに雇用条件は良くなると

いうふうに私は考えております。それとまた教育現場ということばかりではな

いんですけども、前にも予算質疑のなかで申し上げたことがあると思いますが、

職場にですね、１人だけ派遣をされるというかたちのなかでは、往々にして偽

装請負というようなことにつながるという指摘がこれ前から言われておりま

す。結局どういうことになるのかというと、派遣された人は派遣会社から出向

いてるということで、学校現場で例えていいますと、業務については、校長で

あれその他職員の方であれ、直接ああしてくださいこうしてくださいという業

務についての指導は指導といいますかお願いはできないと。そういうのが派遣

法のなかでははっきりなっておりまして、それをそういう場面では、学校のほ

うから直接仕事の内容についてどうのこうの言われるとそれは派遣法の違反に

なるということで、結局同じ職場のなかにいて、例えば学校ですから、学校の

環境のなか、そしてまた同じ職場にいれば、親しく声をかけ合いながらやりた

いということにはなるんでしょうけれども、場合によっては偽装請負というよ

うなことになるということも含めて、以前の例ではですね、学校のだいたい一

人しか派遣の対象になっていないような職場では、すべて、直接雇用に変えた

という報道もあったくらいでありますんで、結局そういった面と働く意欲の持
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てるような、そして成壮年でもやっぱり、いま２００万以下の賃金ということ

なりますとね、いわゆるワーキングプアと働く貧困層という言葉が社会的に言

われるということがあります。そういうことで、賃金とかはいろんな面では若

干高くなるのかな、それは事実でありますけれども、やはり本来の姿で働ける

ような、そういう不法行為は少しずつでも戻していく、そういう考え方を持た

なければ、やっぱり本当に働く貧困層ばかりつくっていくかたちになるんでは

ないかということを常々思っておりますんで委託する前にですね週報等に出し

て、募集をかけたというそういうことであったのかどうかなのかということも

含めて伺いたいなというふうに思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 それではお答えをさせていただきたいと思います。教育費に限るということで

のご質問ではないのかなというふうに思うんですけれども、委託料での、いわ

ゆる校務補等におけます学校管理というようなことでの予算措置でありますけ

れども、鈴木委員のご発言のとおり、やはり直接雇用とすべきということが第

一ではないのかなということで、確かにそのことはそのとおりだというふうに

私も思っております。しかしこれまでの町におけます行財政改革等によりまし

て質問のなかにもございましたけれども、施設の管理等々にかかわります部分

については、これまでの町職員、嘱託職員等になりますけれども、町職員等が

定年退職を迎えた時点で、民間委託に移行するという一つの基本的な考え方の

もとにこれまで行ってきているというふうに考えてございます。そのようなこ

とで今回につきまして、改めて紫雲古津小学校、二風谷小学校での校務補等の

配置というようなことで予算措置をさせていただきましたけれども、雇用の安

定等々ということからいけば、やはり直接雇用ということが優先されるべきな

のかなというふうに思いますけれども、やはり町としての一つの方針というこ

ともございますので、そのことにのっとって実施をさせていただいたというこ

とになります。それで、今回の委託というようなことでは、まちだより等々に

よっての募集ということではなくて、町内の業者、これまでに委託をさしてい

ただいております会社にお願いをしていきたいという考え方でいるところでご

ざいます。当然にしてこの民間委託ということでは、行財政改革に基づく人件

費の抑制ということが第一なのかなというふうには思ってはおります。そして

そのなかでいわゆる偽装請負というようなことでのご質問もございましたけれ

ども、現実的に学校現場ということになりますと、その校長の指揮権といいま

すか命令権等というのは直接発生はしてくるということではなくて、あくまで

も町が委託をしている業者のほうに学校業務等の内容等について十分周知をさ

せるなかで行っているということになっているところでございます。 

 

委員長 鈴木委員。 
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鈴木委員 お答えのとおりなのかもしれませんけれども、学校現場にしてもですね、先ほ

ど言いましたけれども、校務補、業務補といえどもですね、やはり学校を管理

していく、そういう上で、それこそ教員の校長先生はじめ教員の方々と本当に

親しい関係のなかで、やりたいということであれば、当然いやちょっとのこと

についてはこういうふうにしてほしいねってことはこれはごく普通の会話なん

ですよ。だけど、本来そういう指揮系統のかたちはそういうのではないよとい

うかたちのなかで、それは人間的なつき合いといいますか、までもが、ある意

味厳密にいえばだめだよというふうになってると、しかけがあるわけですから、

私は本当にそういうことも考えて、人間的な付き合いのできる職場というふう

なことも考えれば、当然そういうおかしな仕組みにならないかたち考える必要

があるというふうに思っているというのが１点あるわけです。それと、同じこ

と申し上げることに多分なるんだろうと思いますけれども、これ別な業務委託

の関係でありましたけれども、以前、ちょっと業務委託の内容について、担当

課からですね見せていただいたことありますけど、本当にこれならやる気ない

よなと思うようなはっきり言って賃金でした。その人の場合ですけど、１年間

でとても生活できないということで、辞めていったという経過も知っておりま

す。そういうことで、本当にこの平取町に対してその移住定住あるいは平取町

に愛着を持てると、そういうことになるのかということを別に役場関係だけと

いうことではないけれども少なくとも我々役場関係のなかにあるときにはね、

関係ある部署についてはそういうことはしっかりやっぱり考えられる必要ある

んでないのかと。直接雇用すればね、今回、これ確かに２５５万２千円ほど学

校管理委託増えております。校務補はたしかこんなになっていなかったかなっ

てことなんですけどこれ校務補のあれでしたか、私業務補の賃金かなというふ

うにちょっと記憶してたものですから。校務補でこれだけ上がるんですか。そ

うですか。そういうことで、２５５万みていてもですね、やっぱり、当然委託

先の会社の経費ということがあるのは当然のことでありますんで、本当に渡さ

れる賃金というのはこれからかなり下がるというふうに思っております。本当

に先ほども言いましたけど、若い人もあるいは壮年の人もといいますかね、６

０以前の人が本当にある程度安定した仕事と感じて働けるような環境をやっぱ

りつくっていくというのは、これは役場関係のほうにとってもですね非常に大

事なことだと私思ってますんで、これでは本当に定年後いつ年金いただけるっ

ていうようなかたちの方でなければね、本当に応募したくもないようなそうい

う内容になるんじゃないのかなっていうふうにちょっと思うものですから、や

っぱり雇用環境っていうのは厳しいわけですから、その辺十分考えた上で今後

は見直しをかけていくっていうことはですね、直接雇用の方向にもう少し見直

しをかけていくという考え方、持っていただきたいということを申し上げまし

て、質問としたいと思います。 
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委員長 教育長。 

 

教育長 行財政改革の一環というようなことでの民間委託、ということになりますので、

私のほうから答弁するということが正しいのかどうかちょっとあれなんですけ

れども、教育費ということに関してお答えをさせていただきたいというふうに

思いますけれども、ただいまのご指摘のとおり、民間委託というよりはやはり

直接町が雇用するということがやはり雇用者においての安定といいますか、と

いうことに当然つながっていくのかなというふうには思っております。それで、

ちょっと話はあれなんですけれども先ほど偽装請負というようなことでのご指

摘といいますかご質問等もありましたけれども、指揮、命令権といいますかそ

のものが学校長等には直接はないというようなことになりますけれども、現在

配置されております、校務補、業務補等におきましては、学校との間では十分

なる親近感といいますでしょうか、友好関係を保ちながら業務に当たっている

という現状でございますので、なかにおけるギスギスした関係においての業務

ということには現状としてはなっていないということはご理解をいただければ

なというふうに思っております。それでこの学校に関してばかりではなく、す

べての施設の管理等々の委託というようなことにつきましては、今後におけま

す町内の行財政改革の本部会議等におきましてもこれらについては、議題とす

るようなかたちのなかで検討ということもさせていただければというふうに思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員長 町長。 

 

町長 それで私のほうから総体的な考え方について申し上げたいと思いますが、まず

一つはこの民間委託への経過でございますけれども、これについては一般質問

等でも経過についてはるるご説明を申し上げておりますが、平成１３年１４年、

あるいはその当時から小泉内閣の三位一体化改革で、町の２分の１を占める交

付税がこれらが平取町でいえば約１０億弱削減をされたこと、またその当時は

１４年ぐらいですが、１５年には、未曾有の大きな災害があって大変な状況の

なか、さらにはですね、もう一つは、平成の大合併というようなことでやれな

い町村については合併をしなさいというようなそういった三つの難題を抱えた

なかでその当時からこれは何とかしなきゃならないとそういうなかで、町とし

ては１７年の９月に合併をせず自立しようと、基金もう平成２７年には３億６

千万ぐらいしかなくなっても、平取をなくさないようにしようというようなこ

とで、そういうことで、職員の人件費あるいは議員さんの理解も得ながら報酬

の削減あるいは通常の経費の削減等を図りながらやってきたなかで、やはり、

民間に委託できるものは委託しながら、ある程度スリム化を図っていくという

ようなことが、これまでの経過ではなかったかなというふうに思っております。

そういうなかで今日に至っておりますが、十分鈴木委員のお話については、理
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解されるわけでございます。そういったなかで委託であっても、その年代にあ

ったかたちの給与体系に少しずつ近づけたいということで、全体的にそういう

改善を図りながら、委託料を少しずつ財政状況にみあわせながら、ある程度改

善をしてきてございます。そういうことでございますが、ある程度、財政的に

も見通しが立っていくなかにおいては、今後、本当に委託がいいのかどうかと

いうことについては今後十分内部でも検討しながら取り組んでまいりたいとい

うふうに思っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。ただ例えば、

委託でも非常に民間委託にしても、メリットのある部分もあります。例えば将

来的に、例えば、二風谷地区のアイヌ文化の振興を図る意味で博物館なんかも、

地域にまかせながら人材を育成しながら、働く意欲をまた雇用を確保するとい

うこともございますので、それらについてはケースバイケースのなかで、メリ

ットのある部分については、そういうなかで対応してまいりたいというふうに

考えてございますので、答弁とさせていただきます。 

 

委員長 鈴木委員。 

 

鈴木委員 今町長から答弁いただきまして、前向きに今後検討されるのかなというふうに

受けとめたいと思いますけれども、ただ１点気になるのはですね、委託料とい

うかたちのなかで、ほとんど毎年変わらないという部分もありますが、ほんの

若干かなっていう感じはいたしますけれども、上がっているところも見受けら

れるわけです。ただそういう少額程度のものがすぐその人件費の改善に本当に

使われてるんだろうかということについては、私どものいただける範囲の資料

のなかでは、確認もできないということでありますんで、やっぱりですね本当

にこれ、委託先のそういう人件費のものっていうのは公表できるものではない

ということになるのかなとずっと思ってはいたんですけども、それどういうも

のなんでしょう。うかがえるものであればうかがいたいなと思います。 

 

委員長 町長。 

 

町長 これについてはですね、それぞれの委託業者の中身の問題でありましてそこま

で突っ込んで確認できるかどうかはわかりませんけれども、できるだけある程

度考慮した部分についてはですね、できるだけそういう配慮していただきたい

ということは指導をしているところでございます。 

 

委員長 鈴木委員。 

 

鈴木委員 業務委託ですから、委託契約書っていうのがあって、そのなかでは委託金額の

内容について書かれているんだろうと思います。そういうことのなかでは、確

認しようと思えばいくらでもできることだろうというふうに私は思っておりま
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す。そういうことで、内容について、それは委託した契約書にそってですね、

きっと賃金は支払われてるということでありましょうから、その委託契約を結

ぶこれは各担当課のほうで結ぶんだろうと思いますけれども、そこのところで

きちんとやっぱり、確認できるわけですから、それについては当然町理事者の

方々はいつでもどういう状況にあるかということ確認できると私は思いますん

で、ぜひあらためてですね、確認しながら、現状と町がこういうふうに出して

いるものが、ただ単に経費の節減ということだけではなくて、そこで働く人た

ちの条件を本当に、どうなってるのかという観点からもですね確認していただ

きたいと。そして、改善点というのを、改めて一つ出していただいて善処して

いただきたいということを申し上げまして、終わりたいと思います。 

 

委員長 町長。 

 

町長 それでは端的にご答弁申し上げますが、できるだけ確認できるように、努力し

てまいりたいと思いますし、また、課題があるかないかそういったことも実態

等も調査をしてみたいと思いますし、また委託先に限らず、今回、町について

もですね、臨時職員についても、日額賃金から月額というかたちのなかで配慮

しております。これは町の直営ばかりでなくて、そういうことで以前から、あ

る程度年齢に応じた給料をお支払いしながら、本当に働く意欲、モチベーショ

ンを持っていただきたいというようなことで一度にはできないんですけれど

も、そういうかたちで努力をしておりますので、ご理解願いたいというふうに

思います。 

 

委員長 ほかございますか。平村委員。 

 

平村委員 平村です。同じく１６６ページの２目事務局費１９節平取高校教育振興事業交

付金なんですけれども、この交付金はどのようなものに使われているのか、町

のほうではわかるのでしょうか。またここで平取高校の生徒確保に関わって伺

いたいのですけれども、今年は入学者が３０人でしたが手持ちの資料からいろ

いろと計算しますと向こう５年間では、中学の卒業生が半分に見込まれてきて

いますので、もう２０人にもならないような、２７年度だったら１０人程度に

しかならないのかなという計算もしてみました。そのなかで、検討委員会を設

置して協議されていると思いますが、検討委員会での取り組み状況と、対策案

等が取り上げられていると思いますが、どのような方法でやっているのかちょ

っとお聞きしたいと思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 平取高校の振興事業交付金ということでの８０万円の予算計上でありますけれ
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ども、この交付金につきましては、平取高校生に関わります進路指導振興事業

費ということに対しまして交付するものということになってございます。これ

につきましては進学、就職におけます進路を決定していく上での各種検定、試

験、模擬試験等に関わります経費について補助する内容ということになってご

ざいます。平成２４年度におけます事業、この事業収支予算ということにつき

ましては、総額で１３８万円ほどになってございます。このうち各種検定に関

わります試験経費というようなことで、その検定料金ということで６６万円。

それと進学、就職等に関わります相談等の旅費というようなことでのこれが２

０万円。それら指導に関わります物品というようなことで、２０万円。これら

合わせまして合計で１３８万円ということになっているところでございます。

この支出に対します財源ということになりますけれども、この教育振興補助金

というようなことで振興後援会というものがございますので、その後援会に対

しましての８０万円ということと、残りの分につきましては約６０万円が保護

者等の負担ということになっているところでございます。模擬試験であります

とか検定試験での内容ということになりますけれども、看護にかかります模試

でありますとか記述模試、小論文模試、英語検定、数学、漢字検定等々になっ

ているところでございます。それで、ただいま質問のなかにございましたけれ

ども生徒確保対策ということで、平成２５年度の入学者ということでは１８日

が公立高校の合格発表日となっておりますけれども、現在のところでは３０名

がご質問にもありましたけれども平取高校を受験をしているということで、そ

の内、町内の卒業生、平取中学校、振内中学校の卒業生が１８名ということで、

残りの１２名が日高町から、山日高のほうから１１名そして富川から１名とい

うことで、合わせて１２名、合計で３０名ということでの受験ということに現

在のところなっております。そのようなことで、２５年度では３０名は確保し

ているということになりますけれども、ただいまのご質問のなかにもございま

したけれども、今後において、生徒数の減少でありますとかやはり町外に生徒

が流れていくというようなことで平取高校を受験する生徒がやはり減少してき

てるっていうのは事実でございます。そのようななかで、平取高校を存続させ

ていくというようなことで、これまでも平取高校の未来をつくる会というよう

なかたちのなかで、検討をいたしたところでございます。２３年度２４年度と

いうようなことにおきましてもそれぞれ、その未来をつくる会のなかに、生徒

確保対策検討委員会という小部会、小委員会といいますか、それらを設置をす

るなかで、委員会の委員長といたしましては、この特別委員会の委員長にもな

っております総務文教常任委員会の委員長であります櫻井議員に務めていただ

いているということで、それぞれ検討をさせていただいたところでございます。

ご承知のとおり、平成２６年度から法改正によって、介護福祉士の資格を得れ

るいわゆる国家試験の受験資格ですね、それを受けれるというようなことで、

制度が変わって普通科高校ではそれが実施できなくなるというようなことで、

いわゆる授業の時数の増加というようなことで、現在、福祉コースにおいては
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おおむね１２００時間になりますけれども、これが１８００時間になっていく

ということで、普通科高校では到底これはできえないということで、２６年度

からは福祉コースを廃止していくという現在のところ状況になってございま

す。そのようななかで、いかにして生徒を確保していくかということになって

まいります。現状の進学コースと就職ということでの要するに情報コースとい

うようなことになりますけれども、そんなかたちの２コース制をもって生徒を

確保していくということになってまいりますけれども、やはり極めて厳しい状

況というのは否めないものというふうに考えてございます。それで、平取高校

の未来をつくる会のなかでもいろいろと検討させていただきましたけれども、

具体的なその支援策といいますか、というところがなかなか見いだせないとい

うのが現状でございます。そのようななかで、未来の会をつくる会員のなかか

らもいろいろと意見が出されました。そのようなことを踏まえまして教育委員

会といたしましては、現在のところこの未来をつくる会の現状として、発展的

に解消をするなかで、新たにその組織立てをしていきたいというふうに考えて

いるところでございます。といいますのは、現在の未来をつくる会という組織

におきましては、学校関係者が中心となって検討しているということでござい

ますので、これを、やはり学校、地域、自治体が一体となった組織を組んだな

かで推進をしていきたいということを考えているところでございます。平取高

校が要するに地域からなくなるということで、この平取町の地域振興、経済を

含めて多大な影響があるということを深く町民すべてが認識をするということ

の重要性に鑑みまして、町民全体で生徒確保、学校存続を検討する場というこ

とを設置をしていきたいというふうに現在のところ考えているところでありま

す。このようななかでこの組織ということでは、議会はもちろんでありますけ

れども、農協、商工会、建設協会、自治振興会でありますとか福祉団体、文化

連盟、高等学校の関係者でありますとか、その方々によって組織編成をしてい

きたいということで、そこにおけます事業内容ということでは、現在ところ、

教育委員会として検討してる部分では、学校のいわゆるイメージアップに対す

る支援でありますとか、生徒の教育環境の充実と向上への支援、小規模校ゆえ

のですね、学校運営の支援というようなことで、これらについて取り組んでい

きたいというふうには考えているところでございます。いわゆる平取高校での

個に応じた指導ということが現在行われておりますが、なかなかこれが、町内

外に発信がされていないということもございますので、これらを多くＰＲをし

ていきたいということが一つであります。それと生徒自身におけます将来目標

達成のために、進学および就職の進路決定に対しまして、最大限の支援を行っ

ていきたいと。それといわゆる先ほど申し上げましたけど、学校がなくなるこ

とに伴います地域経済等に与える影響というのが、大変大きなものがあるとい

うふうに考えますので、町としての子育て支援をはじめといたしましてその移

住定住対策でありますとか企業誘致等に取り組むなかで、平取町そのものの発

展振興を図っていくということを目指していきたいということで現在のところ
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考えているところであります。これらを早期に立ち上げるなかで、改めて高校

の存続といいますか、生徒確保対策について、検討していきたいというふうに

現在のところ考えているところでございますので、今後また改めて議会とも協

議等をさせていただきたいというふうに思っております。 

 

委員長 平村委員。 

 

平村委員 本当に平取高校が存続するためにぜひ特色ある高校にみんなで考えながらぜひ

生徒募集を行っていったらいいと思います。日高町あたりは本当にスキーをや

ってて全国から人を集めたり、穂別町もあちこちから集めたりとかいろいろ考

えてますので、平取町も昨年２４年度もお料理を作ったりして、ローソンで売

ったりとかいろいろ考えて、子どもたちもやっていますので、ぜひ町のほうで

もバックアップしながら、何か特色ある高校を目指していただきたいと思いま

す。次もう一つ、二つ目ですけれども、平取町授業改善研究事業負担金の７０

万円なんですけれども、この負担金は学力テストの結果を受けて学校改善プラ

ンをつくったり、学力向上の取り組みの活動に使うということで、毎年やって

いましたけど、その評価改善されていることは、たびたび聞いていますけれど

も、町教員との連携はどのようになっているのかと、今年度、教育委員会の方

針で学校改善プランの見直しをするということになっていますが、どういう組

織体制で行われるのか、お聞きしたいと思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 ただいまのご質問にご対応させていただきたいと思います。授業改善研究事業

というようなことで、これに対する補助金につきまして７０万円ということで

予算計上させていただいているところでございます。これにつきましては、各

小中学校におけます、学力向上ということで、それぞれの学校におけます特色

ある授業づくりといいますか、さらには教職員の資質向上ということでの研修

費等々に対しまして、負担をさせていただいているところでございます。それ

ぞれの学校からその授業改善にかかわります授業内容等について、教育委員会

のほうに提出をしていただきながら、教育委員会でその内容を精査するなかで

各学校にそれぞれ配分をさせていただいているところでございます。教育行政

執行方針のなかでも申し上げておりますがただいまの質問でもございました、

いわゆる学校改善プランの見直しということにつきましては、全国学力学習状

況調査でありますとか、これらに基づいてのいわゆるその結果等について、校

長会のなかに学力改善検討委員会という組織がございます。部会的に組織がさ

れてるものでございますが、そのなかで、また・・的に校長会としてのそれぞ

れ改善プランを検討すると、実際は個々に学校それぞれで検討いたしますけれ

ども、さらにそれを持ち寄りまして校長会で平取町としていかに学力の改善を
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図っていくかというようなことについて検討をいたしているところでございま

す。その検討の結果等々に基づいて各学校においてはプランを見直しするなか

で、そのプランにつきましては、それぞれ教育委員会のほうに提出がされてい

るという状況でございますので、ご理解をいただければということでございま

す。 

 

委員長 よろしいですか。５番平村委員。 

 

平村委員 ぜひそのように、新しいかたちでまた先生方とのプランを改善していったらい

いかなと思います。もう一つ、一つ下の平取町教育活動事業負担金ですけれど

も、１００万円となっていますが、執行方針のなかでこの活動事業を平取町教

育研究協議会の組織再編し、今年度より再開するということになっているよう

ですが、教育活動事業では管内で教育研究会が廃止されましたが、平取町はそ

のまま名称を変えて継続されてきていました。活動の実績はいままでもずっと

そのままやってきたと思いますけれども、今度教育研究協議会は町単独でもう

一度再編するということなのか、管内も一緒に活動、その編成をやって、事業

活動するのかその辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 ご質問にお答えをさせていただきたいと思います。この教育活動費交付金の１

００万円ということにつきましては、いわゆる平取町教育研究協議会に対して

の交付金ということになっているところでございます。ただいまのご質問にあ

りましたとおり、また２５年度の教育行政執行方針のなかでも申し上げさせて

いただきましたけれども、平取町におけます教育研究協議会ということにつき

ましては、平成２２年度の時点で、休止というような状況になっているところ

でございます。この協議会の目的ということにつきましては、平取町の子ども

たちの教育の充実のためというようなことで、学習指導要領に基づいたその自

主的、創造的な研究活動を通じていわゆる教職員の資質向上に努めながら、さ

まざまな教育活動を積極的に推進をするということが一つの目的になってござ

います。それでこの協議会の休止理由といいますか、これらの過程ということ

になりますけれども、ただいま質問のなかにもありましたが、日高管内の教育

研究団体連絡協議会、いわゆる教研連というものがございました。これが実は

解散いたしまして、あとは各町の教研協がそれぞれ活動していくということに

なったわけなんですけれども、実質的なこの教研連の解散によって平取町にお

きましても、やはり活動が停止をしてきたということになってございます。こ

の教研連が解散に至ったという経緯につきましては、各種研究会等におきまし

て、北海道の教育委員会の指導主事でありますとか、学校長がですね、各種研

修会等において助言者になるということ、これらが一方的に示されたというよ
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うなことでそれに対する反発というようなことをもってですね、この教研連が

解散をしてきたということになっているところでございます。それで、この研

究組織といいますか、いわゆる先生方の研修の重要性ということになってまい

りますけれども、これからの学校教育ということにつきましては、児童生徒一

人一人の個性を生かすということ、そしてみずから課題を見つけて、自ら学ん

で、自ら考えるというようなことで、先ほど申し上げましたけども、主体的に

判断するなかで問題を解決する力の醸成といいますか、これらを育てていくと

いう考え方になっていくかなというふうに思っております。それで、それぞれ

の課題に取り組んでいくということがやはり、重要というふうに考えていると

ころでございます。児童生徒にとって最大の教育環境といいますのは、教職員

というふうに言われてございます。教育の効果というものは、教師の人格であ

りますとか、情熱、指導体制、指導技術などに負うところが非常に大きいもの

というふうに考えますし、また子どもたちの未来に希望を育む教育の具体的推

進の担い手である教師への期待ということは地域をはじめとして、保護者にお

いても非常に大きいものがあるというふうに考えているところでございます。

そのようなことで、教職員のやはり研究研修活動ということは、最も重要なこ

とになろうかなというふうに思っているところでございます。そのようななか

で、これまで休止状態になってございましたけれども、現在この教研協を再開

をするというようなことで準備会を立ち上げるなかで鋭意、教職員の間におい

て、この再開に向けて検討を行っているところでございます。そのようなこと

で今月の２５日になりますけれども、この教研協の再開に向けた総会を行って

いくということになってございますので、改めて平成２５年度からは新たな組

織として、平取町の子どもの教育ということでそれぞれ活動が展開をされてい

くということになろうかなというふうに思っておりますので、この点について

は、説明とさせていただきたいと思いますのでよろしくおねがいします。 

 

委員長 平村委員。 

 

平村委員 それではこの問題は平取町単独でやるということでいいんでしょうか。 

 

教育長 はい。 

 

委員長 ほかございませんか。１６７、１６８ページに関してございませんか。平村委

員。 

 

平村委員 １６７の学校管理費のなかの１５節工事請負費のなかで小学校トイレ改築工事

なんですけれども、３か年計画で紫雲古津と二風谷を計画されていますが、男

女各２基となっていますけれども、このトイレは全体の何ぼがなってるのか。

やはり、子どもたちはとてもこのトイレが気になって学校になかなかそのね、
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トイレを使えられないっていう子どもの声を聞きますので、もし早くやれるん

であれば無理をしてでもトイレだけは全部やってはいいかと思って、３年計画

とか長い期間に延ばさないで、同じ工事をするんであれば、もっと予算をとっ

て全部やったらいかがかと思いますけれども、その辺どういうお考えでしょう

か。 

 

委員長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習

課長 

ただいまのご質問についてお答えしたいと思います。既に平取小学校と平取中

学校は洋式が済んでおりまして、２５年度におきまして紫雲古津小学校、二風

谷小学校、それから貫気別、振内の小学校のトイレを行うことと、生徒のトイ

レは紫雲古津小学校と二風谷小学校ということで順次行うこととなっておりま

す。教員のほうのトイレも少しずつやるということで、これにつきましては紫

雲古津、二風谷、貫気別、振内の小学校ということで２校ずつ行うこととして

おります。紫雲古津と二風谷の２校を行うこととなっております。金額もいっ

ぺんに行うとなると、支出のほうも大変なのでということで順次行うことと計

画しております。 

 

委員長 よろしいですか。平村委員。 

 

平村委員 子どもたちの分だけでも３年計画の１年目にやって、教職員のほうはちょっと

我慢してもらいながらでもそういうかたちでぜひやっていただきたいと思いま

す。 

 

委員長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長。 

 

お答えをさせていただきたいと思います。小学校トイレ改修ということで児童

用そして教員用というようなことで予算措置をさせていただきました。それで

やはりトイレというようなことで十分にやはり環境を整えていかなきゃならな

いのかなというふうに思っております。それでただいま平村委員のほうからの

ご質問、ご指摘といいますか、ございました。現在のところ生徒教員用という

ことにしてございますけれども、予算の範囲のなかでこれについては、児童用

と言いますか、子どもたちの分を優先させるなかで実施ということに向けてい

ければなと思っておりますので、そういった予算のなかで対応させていただき

たいというふうに思っております。また３か年ということでなく、短期間のな

かで実施すべきだというご意見等がございましたので、大変ありがたく受けと

めさせていただきまして、今後、総合計画等のなかで検討させていただきたい

というふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 
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委員長 

 

ほかありませんか。なければ休憩といたします。 

 

 （休 憩 午前１０時５０分）  

（再 開 午前１１時 ５分） 

 

委員長 再開いたします。それでは１６９、１７０ページの９款の教育費から再開いた

したいと思います。ございませんか。１７１、１７２、１７３、１７４ページ。

松澤委員。 

 

松澤委員 ９款４項１目８節報償費なんですが去年ですね、芸術鑑賞会が隔年で行われま

して、昨年１５０万、今年はないということなんですが、次の１７６ページの

まちづくり住民大会開催事業補助金というのがあるんですが、正直申しまして、

なかなか人、あまりこう日程的にですね、町民が集まるというこう状態のこと

がですね、なかなか人を集めるといいますか、とても大変なことと思いますし、

皆さんやはりちょっと大変だなっていう、感じがみられますので、芸術鑑賞会

のように隔年であれば、その逆な隔年で町づくり住民大会を開催するとか、そ

してその予算を少し多めにするとか、そういう方向では考えられないのかなと。

町民もちょっと減ってきてますし、なかなかそういう声ちょっと聞かれました

ものですから、この場でお聞きしたいなと思いまして。 

 

委員長 住民大会のほうを隔年にするべきということですか。 

 

松澤委員 そうです。芸術観賞会も隔年なので、そのやらない年に住民大会をやるとかと

いうのはどうなんでしょうか。日数的にも同じような時期にやることになって

ましたので、ちょっとお聞きしておこうかと思いまして。 

 

委員長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習

課長 

はい、ただいまのご質問でございますけれども、確かにこういう大会を開くの

は人数も少なくなっているなかでは、人集めも大変な状態かなと思うんですけ

れども、今委員がおっしゃったように、今年度２５年度で開くということで計

上しておりますので、この予定でいくことになるかと思うんですけれども、状

況をみてですね、今後検討して、例えばこれに限らず隔年で開けるのか、人集

めができる方法がまた別にあれば、検討して変更していくっていうことも考え

ていきたいと思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 ただいまのご質問でありますけれども、社会教育総務費でもっております、こ



- 23 - 

の報償費ということで、それぞれ事業を展開をしているということで、２４年

度におきましてはただいまのご質問のなかにもありましたけれども、町民芸術

劇場ということでフォークフェスティバルｉｎ平取というというようなこと

で、開催をさせていただきまして、これにつきましては大変好評のうちに終了

ができたというふうに考えてございます。この事業につきましては総合計画で

も計上させていただいておりますけれども、隔年事業ということになっている

ところでございます。それと、１７６ページにおけます人づくり振興対策事業

ということで、町づくり住民大会の開催事業ということにつきましてはこれは

自治振興会が主催をしての事業ということになっておりますので、直接町が開

催をしているという事業ではございません。そのようなことで、やはり自治振

興会の自主的な活動ということでの事業に対しての補助金ということでござい

ますので、これらについて、事業内容の見直し等々については、十分諮ってい

かなきゃならないのかなというふうに思っておりますし、また、この芸術劇場

等々に限らず、すべての社会教育事業等につきましても、やはりいかに人を集

めて、いかに皆さん方に充実した事業内容等を提供するかと言いますか、その

ことについてはやはり課題だというふうには考えてございますので、その開催

のあり方ということにつきましては、町が主催するものでありますとか自治振

興会の主催ということにつきましてもそれぞれが十分内容等は検討させていた

だきながら、町民に対しましてやっぱり、そういう場といいますか、情報を提

供する場というものは積極的に持っていきたいというふうに考えておりますの

で、内容等につきましては、改めて精査等はさせていただきたいと思いますの

で、これらに事業に対しましても、議員皆様方にもよろしくご理解、ご協力を

いただければというふうに考えてございます。 

 

委員長 ほかございませんか。１０番千葉委員。 

 

千葉委員 １０番千葉です。１７３ページ１５節の工事請負費についてお伺いいたします。

振内中学校の校舎の軒天改修工事ということで、このことは多分私の一般質問

を受けて大変危険な状態だということもご認識された上で予算を計上してくれ

たものだというふうに理解をしておりますけども、私も一通り何回か学校の教

頭さんとも校舎を見て歩きましたけども、どの程度の果たして改修ということ

なのかなというのが一つ頭の中で不安をよぎっております。というのは、軒天

のコンクリートは完全に解体し、撤去し改めてその軒天のみをコンクリートで

埋めていくものか、鉄筋含めての作業になるのか、それとも部分部分いわゆる

クラック、コンクリートに亀裂があるところを取り壊しながら部分補修してい

くようなかたちをとるのか、その辺の施行の中身について心配をしております。

というのは、数年前、もう何年か前の話なんですけどそれを受けている梁材が

いわゆる屋根が強風で飛ばされたということがありまして、急遽そのときも予

算を計上してすぐ緊急に対策うってくれて屋根のほう補修済んでありますけど
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も、そのコンクリートの当然影のほうの木材、材木の部分との関連性はどうな

のかなというのも心配しておりますけども。予算の中身でいくと多分１千万前

後の補修費、改修費になってくるかなというふうに思ってますけども、その辺

はどうなのかなということが１点。それと、この軒天の改修に当たる施行時期、

施行期間は学校の通学の関係とかもあるもんですから、どのぐらいを予定され

た予算計上になっているのかなということを伺いたいと思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 それでは振内中学校の軒天改修事業ということで工事内容等々についてご説明

をさせていただきたいと思います。この振内中学に関わります校舎軒天改修工

事ということにつきましては、これまでも総合計画の事業実施計画等におきま

して説明等を行ってきているところでございますけれども、ただいまご質問中

にありましたとおり２４年度において２回にわたってその軒天のブロックの破

片が落下をしたということで、そんなような状況を踏まえましてその危険性を

回避をするという上での緊急措置的手段に基づいての事業実施ということにい

たしているところでございます。それで工事概要というようなことになってま

いりますけれども、現在のところ、軒天部分の既設のコンクリートの剥離であ

りますとか、爆裂っていうんでしょうか、相当傷んでいるというか、その部分

についてすべてはがすということで、総体で２３４メーターほどございますが、

その部分の約７割につきましてその辺の剥離等を行っていきたいというふうに

考えてございます。それで、工事ということになりますけれどもそこにおきま

しては補強アンカーでありますとかコンクリートビス打ち等々を行いまして、

モルタルでの補修での補修塗を行っていくということを現在のところ考えてい

るところでございます。それで、いわゆる工事期間といいますか、生徒に対し

ますその影響等がございますので、現在のところにつきましては、長期休業中

において、事業を実施をしていきたいというふうに考えてございますが、また

ちょっと具体的な工期等についてはそこまで詰めてございませんので、町の建

設水道課のほうともまた十分連携をとるなかで、事業等については実施をして

いきたいと考えてございますのでよろしくおねがいします。 

 

委員長 千葉委員。 

 

千葉委員 今のご説明ですと２３４メートルある内の７割ぐらいが結構傷んでいる状態で

それを補修をかけていくということで、そのことをなぜ私心配してるかなとい

うと、築４０年を過ぎているコンクリートに対して、例えば部分的にコンクリ

ートを砕く作業ということになるとほかのいわゆる鉄筋でつながっているもの

ですからコンクリートは。ほかの部分に刺激を与えていくということなります

ので部分的な補修が全面補修に変わっていく危険性はないのかなというのが一
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つはやっぱり心配してるんですよ。やっぱりどうしてもコンクリートブレーカ

ーとか使って、あるいはそれ以外のものも取り壊しの器具たくさん機械あるわ

けなんですけども、軒天ですとやっぱり関連性があって、部分的にえんをきっ

ている部分もあるんですけども、振動を与えることによってやっぱり４０年以

上経過しているコンクリートの場合はほかに与える影響、要するに見た目なん

ともないよという部分のコンクリートもですね、やはり亀裂がこの工事によっ

て生じていくという場合は、これはもうもしかすると大胆な設計変更というこ

とにもなりかねないというふうに思ってますけども、その辺のことも承知して

の発注予定でしょうか。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 ただいまのご質問でありますけれども、昨年２回のコンクリート片の落下があ

ったというようなことで私ども教育委員会そして建設水道課の建築係の職員、

さらには専門業者というようなことでそれぞれ現地を見させていただくなか

で、今回の事業費の計上ということになっているところでございます。それで、

専門業者等で見積もっていただくなかで、先ほど申し上げました内容等につい

て補修をしていくということで大丈夫ということになっておりますので、説明

とさせていただきたいと思いますけれども、先ほどのなかで総体のその２３４

メートルの７割程度ということで申し上げましたけれども、この部分について

はそのもっともはげしい部分ということになってまいりますので、それらにつ

いてはすべてはがしていくということで、そのほかの部分についてもモルタル

補修仕上げといいますか、それらについてはすべて行っていくということにな

ってございますので、また工事に入る段階では事前にまた十分その辺について

は工事内容について詰めさせていただきたいというふうに考えておりますので

よろしくお願いしたいと思います。 

 

委員長 千葉委員。 

 

千葉委員 そうですね、今の説明ですと専門的な業者さんを呼んで多分現地をご覧になり

ながら築年数等考慮しながら、決めた施工方法だというふうには理解しており

ますけども、ただ何回も言うようですけども、改めて、コンクリートに刺激を

与えていくということに対しての対応処置ということはですね、やはり予期し

ないこともですね、工事のなかで起きてくる建物のコンクリート構造物ですっ

てこともですね一つ念頭におきましてですね、その辺はその時点になってみな

いと、我々もわからない部分ではありますけども、臨機応変に対応してくれる

ことを願っております。それとこれからの施行日数それから施行時期等はまだ

今後の検討だというふうに思っておりますけども、できる限りですね、生徒の

授業あるいはその通学に対してですね影響が出ない、まあ当然のことながら夏
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休みとかね、長期の休みが一つのチャンスかなというふうに理解しております

けども、その辺も十分に考慮しまた一部ですね授業とかにかかるようなことが

ありましたら、当然のことでありますけども、安全対策に対しては十分配慮し

てですね、施工してくれることを願っております。よろしくお願いいたします。 

 

委員長 ほか、平村委員。 

 

平村委員 １７４ページの１目社会教育総務費８節町民大学開設にかかわって伺います。

本年度新たに開設し学習機会を提供することは結構でありますが、対象年齢層

とカリキュラムについて伺いたいと思います。また現在シシリムカ大学という

のが開催されておりますが、これとの整合性と連携についても一緒にお願いい

たします。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 それでは平取町民大学の開設というようなことでの予算計上につきましてご説

明をさせていただきたいと思います。教育行政執行方針におきましても若干記

述をさせていただいたところでありますけれども、平成２５年度より新たに開

設をしていきたいということでの予算計上となっているところでございます。

この開設主旨ということにつきましては、町民がいつでもどこでも、誰もが楽

しく学べる学びの場を設けるということで、いわゆる趣味、教養や暮らしに役

立ちます基礎的な内容から、指導者養成等を目指す専門的なものまで体系的か

つ多様な学習ニーズに応じました講座でありますとか教室等を開催をしていき

たいというふうに現在のところ考えているところであります。学習分野という

ことにつきましては、学術教育というようなことで、社会科学でありますとか

自然科学、さらには芸術文化、趣味というようなことでは文学、音楽、工芸で

ありますとか書道、産業技術というようなことでは、経理、建築、情報という

ようなことになろうかなというふうに思います。さらには、生活、福祉、健康

というようなことで、食生活でありますとか、カウンセリング等、さらにはス

ポーツレクリエーション、そして語学、国際関係だとかいうようなことではで

すね、外国語だとかというようなことを学習分野にしているところでございま

す。さらには営利、宗教でありますとか政治活動に関わる部分については、こ

れらは除いていきたいというふうに現在のところ考えているところでございま

す。そのようなかたちのなかで町民大学での開設要綱等を定めながら今後具体

的に検討するなかで、実施をしていきたいというふうには考えてございます。

さらにはその大学におけます、学生といいますかこれらにつきましては、毎年

度人数等については決定をしていきたいというふうに思っておりますが、あく

までも成人教育の一環ということでの開設を考えてございますので、児童生徒

等はのぞくということになろうかなというふうに思いますので、いわゆる一般
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成人者ということで、そこでは年齢制限等は児童生徒をのぞいたなかでの年齢

制限は設けてはいかないというふうに現在のところは考えてございます。それ

でシシリムカ文化大学との関連ということになりますが、当然にしてその大学

との連携といいますか、そのことも図っていかなきゃならないのかなというふ

うに思っておりますので、町長部局との間においてもこれらについては、実施

に当たって十分連携等を保ちながら、この大学については開設をしていきたい

というふうに考えてございますので、よろしくご協力のほう、お願いを申し上

げたいと思います。 

 

委員長 よろしいですか。平村委員。 

 

平村委員 それに関連しまして、まあいいことなのでぜひやっていただきたいと思います

けど、前年度までこの８節で報償費のなかに学びとりバンク講師謝金というの

で計上されていたんですけれども、本年度は予算計上されていませんので、こ

れはやらないということで、今過去に学びとりバンクに登録されている方がた

くさんいたと思いますが、この辺の活用状況、実態を知りたいと思います。ま

た学びとりバンクの活用については、改めて人材の登録とか、それから発掘等

を行っていくのか、こういう講座のなかにも取り入れていけると思うんですけ

れども、その辺の考え方もあわせてお伺いしたいと思います。 

 

委員長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習

課長 

はい、ただいまのご質問にお答えしたいと思います。学びとりバンクにつきま

してはだいぶ前にですね、一応登録していただいたことがありますけれども、

内容についても新しくしまして、新たに募集して登録していただいて、それか

ら先ほどの町民大学でも、ほかのところでも、講師をしていただくことにも活

用させていただきたいと考えています。学びとりバンクにつきましては、２５

年度に入りまして新たに皆さんにお知らせをして、それぞれの分野で登録して

いただいて活用させていただきたいと考えております。 

 

委員長 あの、謝金は。教育長。 

 

教育長 生涯学習の学びとりバンクということで、ただいま課長のほうからもご説明申

し上げましたけれども、これまでこの事業というようなことでそれぞれの分野

における指導者といいますか、講師というようなことで登録等を行ってきてお

りましたけれども、現実的に登録された者が、町内各種団体等への派遣が行わ

れているという実態がないようなものになっているところでございます。その

ようななかで昨年度までこの講師の派遣というようなことで予算につきまして

は、計上させていただいていたところ、５千円ですけれども謝金ということで、
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予算計上させていただいておりましたけれども、２５年度、できれば２４年度

中にこれらの新たな登録でありますとかその発掘等を行っていくという予定で

ございましたけれどもちょっと諸般の事情からできえなかった部分でございま

した。これにつきましては２５年度において改めて講師といいますか指導者等

の登録、さらには新たな発掘というようなことで、これらについて、要綱等を

定めるなかで実施をしていきたいというふうに考えてございますので、改めて

の登録、発掘ということでございますので、２５年度においては予算は計上は

していかないでそこで登録といいますかそこのところの作業を行っていきたい

ということでの予算未計上ということになってございますので、ご理解を賜り

たいと思います。 

 

委員長 ５番平村委員。 

 

平村委員 前回に登録した方の意見なんですけれども、１度も活用されなかったという方

がいまして、またその登録した人数が何人かわかりませんけれども、やはりそ

ういう人たちの年に１回ぐらいは、集いがあって研修をしていただけるともっ

と活用もなるんではないでしょうかという意見もいただいておりますので、ま

たこれからやるということになればぜひまたそういう登録をされて、研修をし

ながら、町民のほうにそういう講座を開いていただければありがたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 ただいまのご指摘の通りですね、２５年度において十分精査をするなかで、こ

の学びとりバンクに登録をしていただく方、いただいた方の研修等につきまし

ても十分回を重ね、内容等も検討するなかで、研修等には努めていきたいとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 

委員長 ほかございませんか。４番貝澤委員。 

 

貝澤委員 ４番貝澤です。１７４ページ、社会教育総務費８節放課後子ども教室なんです

けれども、昨日のお話では二風谷、貫気別地区については週４日のものを５日

にしていただけないかということで、前向きに検討していただけるということ

だったんですけれども、小学校のある地区で、紫雲古津にだけこのような事業

がなされていないですけれども、今後紫雲古津地区にも、このような放課後子

ども教室、開設していただける考えはないか伺いたいと思います。 

 

委員長 教育長。 
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教育長 放課後子ども教室ということで、昨日におきましてもご質問がございまして、

そのなかでただいま貝澤委員もお話しされてましたとおり、私どもとしてはそ

の開設日数等については前向きに増設できるように日数を増にできるように検

討していきたいと考えているところでございます。そのなかで、紫雲古津地区

におけるその放課後子ども教室の開設ということで、これにつきましてはこれ

までも紫雲古津地区の方から要望等はあるのは事実でございます。しかし現実

的に開設をしていくということになってまいりますとやはり相当の経費もかか

るというようなことで、財源的な問題になって大変恐縮なんですけれども、現

状としてはふれあいセンターの児童館を利用していただくというようなことで

対応させていただいているところでありますけれども、今後やはり、地域事情

等々につきまして、改めて、それについては十分調査等をさせていただくなか

で、紫雲古津地区での開設がやはりふさわしいものかどうかっていいますか、

それについては、内部でも検討していくなかでまた議会とも協議をさせていた

だきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 

委員長 よろしいですか。ほかございませんか。なければ１７５、１７６ページ。平村

委員。 

 

平村委員 １７６ページ、３目人づくり振興対策費の１９節負担金、補助及び交付金なん

ですけど、各種、いろんな事業に補助金出してるんですけど、この人づくり基

金っていうのが昔はありまして、その事業のなかでやっていたんですけれども、

この基金制度廃止になりまして、その後、昨年か聞いたことあるんですけれど

も、人づくり実行委員会っていう組織の中でいろんな行事をやっているという

ことをお伺いしたんですけれども、その実行委員会っていうのは、いまもある

のでしょうか、その辺お伺いしたいです。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 お答えをさせていただきたいと思います。人づくり振興対策費ということでの

予算計上でございますが、平村委員ご指摘のとおり、これにつきましては、以

前に基金を設けるなかで、事業を展開をしてきたところでございます。現在こ

の基金については廃止をするなかで、一般財源をもって実施をしているという

ことになってございます。そのようななかで、人づくり実行委員会という名目

のもとに、それぞれ事業は実施をしているところでございますが、現実的には

実行委員会ということで委員が会合をもつなかでそれぞれ事業を決定をしてい

るという実態にはございません。教育委員会の組織のなかで、実施を検討等す

るなかでそれぞれ事業展開をしているという実態になってございます。人づく

り実行委員会という名目のもとでそれぞれ、実施をさせてはいただいておりま

すけれども、その組織そのものは現在のところないという状況でございます。 
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委員長 よろしいですか。ほかございませんか。なければ１７７、１７８。千葉委員。 

 

千葉委員 １０番千葉です。１７８ページの、５目埋蔵文化財保護費についての１２節に

あります役務費についてちょっとお伺いをしたいと思います。そのなかで手数

料といたしましてですね、２１０万円を計上しておりますけども、平成２４年

度の予算と比較しまして、２００万円以上増えてる、これは多分、発掘調査が

新たに始動するからということでの認識でありますけども、手数料といいまし

てもなかなか中身的にですね、解釈の仕方がいろいろありますけども、この２

１０万円の詳細をお尋ねいたします。 

 

委員長 文化財課長。 

 

文 化 財 課

長 

ただいまの質問ですけれども、こちらにつきましては昨年、豊糠１０遺跡の発

掘調査を行いまして、２５年度につきましてはその報告書を作成することにな

ります。その発掘した文化財のなかに、黒曜石という石がありまして、それの

蛍光と言いますか、光り具合、それから線の分析というものを調査にかけるた

めの費用でございまして、それが単価が２万円、かける１００の試験、という

点数になりますけれども、それに消費税をかけまして２１０万という積算にな

っておりまして、これは北海道埋蔵文化センターのほうに委託といいますか、

そちらのほうに持ち込んでというようなことになろうかと思います。以上でご

ざいます。 

 

委員長 千葉委員。 

 

千葉委員 今の課長の説明ですと、報告書上げるということは当然のことながらその下の

段に報告書の委託料、別に計上しておるこれわけですね、１４９万９千円ほど。

そのなかで、今の説明によると黒曜石ですか、調査にかけるということで、こ

れも委託に入るじゃないですか。委託にだすんでしょ。 

 

委員長 文化財課長。 

 

文 化 財 課

長 

委託の部分につきましては出土品とか石器とかのトレースなりする報告用の資

料を作成するための委託は行いますけれども、先ほどの手数料の部分につきま

しては、その業者ができるような中身になっておらず、要は専門家に外注する

ようなことになります。それで、そこにつきましては埋蔵文化センターに専門

の方がいらっしゃるのでそこに持ち込んで検査をしていただくという、その検

査の部分については一緒にはできないということで、分かれております。 
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委員長 千葉委員。 

 

千葉委員 ちょっと私も理解に苦しむんですね。調査をしていただく、確かに検査手数料

というかたちで手数料の代表的な勘定科目なかに含まれてるわけですけども、

私も実はきのうちょっとこの財政用語を含めて支出、節の説明というところで

ちょっとパソコンを頼って勉強してきたばかりなんですけども、そのなかで２

１０万円の手数料ということになると、かなり中身に対して、少し分かれてい

るのかな、細分化されてるのかなというふうには理解したんですけど、これは

すべて今のご説明ですと、調査にかかるいわゆる検査にかけるという意味合い

の検査手数料という理解で２１０万円の計上ということでよろしいんですか。 

 

委員長 文化財課長。 

 

文 化 財 課

長 

前段申し上げました、その黒曜石の産地を特定するために、そういう光の具合

ですとか、成分というものを分析しないと、特定をできないものですから。そ

れはあくまでも専門の部署のところでやっていただくということでその検査

を、いろんな検査がありますものですから、それらにかかる費用、手数料とい

うことで計上したものです。 

 

委員長 千葉委員。 

 

千葉委員 課長言わんとすることはわかるんです。もっと掘り下げていくと２１０万円を

かけてこれ検査して、それと報告委託料を捻出しながら、資料作るということ

に対してこの２１０万円というのは随分高額な手数料だなという印象はぬぐえ

ないんですよ。大事な埋文の調査したそのことを保護していくという意味合い

では理解できますけども、この辺この手数料、検査手数料支払ってですねやっ

ていくところというのは北海道内に今課長が言われたところに提出する以外の

調査機関というのはないんでしょうか。 

 

委員長 文化財課長。 

 

文 化 財 課

長 

専門のところですので、道の埋蔵文化センターといいますのは、国の専門にや

っている財団でございます。そしてまた、北海道の執行機関でもありまして、

一般的にはそこが検査の場所というふうに認識をしておりまして、ほかにとい

うのはちょっと私のほうでは今認識をしておりませんのでそちらのほうはちょ

っと確認はしておりませんけれども、専門分野でありますので、私としまして

も、そこの埋文の積算に基づいてそこの単価を使用してっていうことで積算を

しておりますので、それ以上のことはなかなか私もわかりかねます。 
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委員長 

 

千葉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

文 化 財 課

長 

 

 

 

委員長 

 

千葉委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

千葉委員。 

 

私あまり言いたくないんですけど、わかるんです、課長言わんとするところは

ね。専門にたぶん道内のこういった埋文に関係するところは全部ここに持ち込

んでということだろうという想像はつくんですけども、その成果ですね、多分

発掘調査を開始してみて、改めて賃金等２００万以上計上してるわけですから、

そのなかからどういったものが発掘されて、どういう検査にかけるかっていう

のはまだ一部ですね、確定してない部分も私は多分にあろうかなというふうに

思ってますけども、ピンポイントで、今言ったようなかたちでかなり詳しい調

査が必要としていかなければならないものでしたら私も理解をお示しします。

ただ手数料としては非常に高額ということでちょっと私が注目しておりますの

で、その辺のこと、またこの埋文が終わった段階でもですね、さまざまな報告

を楽しみにしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

文化財課長。 

 

今の点につきましては十分承りまして、でき次第ご報告差し上げたいと思いま

すけども、一応こちらにつきましては国の委託を受けてそれで賄っております

ので、国のほうの積算上もその通りに上げておりますのでその点は申し添えて

おきたいなというように思います。 

 

千葉委員。 

 

課長ね、国から予算きてですね、歳入に入れる、そして執行するために歳出を

する、それはもうとっても結構なことなんですよ。ただ、まわりまわればそれ

だって我々の税金集めての予算ですよ。ですから私はまわりまわれば全部すべ

てがですね、歳入受けるものも、例えば国庫の補助にしてもですね、さまざま

な助成金にしてもまわりまわればそういうことですから、大変大事な予算とい

うことでの捉え方ということでの認識は持っていただかないと困るというふう

に思ってるんですね。 

 

よろしいですか。ほかございませんか。平村委員。 

 

平村委員 平村です。同じく１７７ページの４目文化財保護費のなかで、１８節備品購入

費に特別展用の備品購入をということで説明を受けましたが、何をお買いにな

るのか、中身を教えていただきたいと思います。 

 

委員長 文化財課長。 
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文 化 財 課

長 

こちらにつきましては特別展ということですので常設展示とは別に手前のホー

ルのところに展示場を設けてということになりますんで、いま考えているのは

展示ケース、それから照明器具等で２０万程度を予定しております。特別展に

つきましては２０万という予算になっております。 

 

委員長 平村委員。 

 

平村委員 はい、では中身についてはまだこれからなんですね。そのケースとかそういう

ものは買うんですけれども、特別展用の何かその見せるものを買うということ

にはなってないんですか。この科目のなかで前にはつがぬまコレクションって

いうのを町のほうで買って博物館で管理してると思いますが、保存状態とか展

示活用されているのか聞きたいのと、また博物館の資料で国の選定として貴重

なものがたくさん博物館のなかにあります。その博物館の国宝クラスのものが

博物館にたくさんあると思いますが、その分も来たお客様に対して、これは本

当に国のものに近い、国宝のものに近いものがたくさんあるんだよっていうそ

のＰＲとか展示する説明とかそういうことをやっていらっしゃるのかどうか、

その辺もお伺いしたいのと、最近は台湾とか中国とか外国人がたくさん来ます

けれど、そういう展示物に対してのパンフレットの作成とか、来館者に対して

の案内とかそういうサービスも一緒にやっていらっしゃるのかお聞きしたいと

思います。 

 

委員長 文化財課長。 

 

文 化 財 課

長 

一つずついきたいと思いますけれども、まずつがぬまコレクションにつきまし

ては、現在収蔵庫にはおさまってはいるんですけれども、きちっとした台帳管

理ができておりませんのでそちらについては、収蔵庫のままということになっ

ております。それで常設展示場のほうに重要な国宝の文化財につきましては展

示をしておりますので、そちらについてはプレート等も付いております。それ

でサービスの部分につきましては、パンフレット等につきましても英語それか

ら中国語等の資料を用意してありますし、必要に応じて解説をしながらという

ことで説明を行っております。以上です。 

 

委員長 平村委員。 

 

平村委員 つがぬまコレクションがまだ倉庫の中に入ってるっていうことなんですけれど

も、町のお金で買ったんですから、何とかその倉庫の中にしまわないでこうい

う特別展のときだけでも、やはり整理して見せるべきではないかと思いますけ

ど、いかがでしょうか。 
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委員長 文化財課長。 

 

文 化 財 課

長 

おっしゃるとおりだと思いますので、前向きに検討させていただきたいという

ふうに思います。 

 

委員長 ほかございませんか。なければ、１７９、１８０。１８１、１８２。四戸委員。 

 

四戸委員 ７番四戸です。予算にはあがってないのですが体育の施設ということで教育長

に伺いたいと思います。町民グランド、要するにみどりが丘野球場のことにつ

いてお尋ねしたいと思います。グランドの周辺はネットの改修やトイレの施設

も設置されて、球場としては使えないわけではないんですけども、野球シーズ

ンにおいてはですね、少年野球だとか中学生、社会人野球もそうなんですけど

も、短いシーズンではありますが、大いに利用されているところでございます。

しかしながらですね、問題があるのが内野のグランドにおいて、常に整備はし

ているんですけども、石が出てきてやっぱり危険な状態が続いております。今

回、前にも教育委員会に行ったときに教育長といろいろお話したと思いますが、

今回も予算にのっていないので残念だなと思ってるんですけども、そういう状

態になってますんで、何とか、内野外野全体となれば、お金も大変かかるんで

すけども、内野だけでも早急に整備できないものか伺いたいと思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 四戸委員のご質問にお答えをさせていただきたいと思いますけれども、町民グ

ランド、みどりが丘野球場ということで、このグランドにつきましてはただい

まのご質問のなかにもございましたけれども、小学生による少年野球、中学生

のそれぞれの大会、さらには、一般社会人の町内大会さらには管内大会という

ようなことで、広く利用をしていただいているということで大変教育委員会と

してもこのことについては、感謝等をしているところでございます。またこれ

らの大会運営等に携わっていただいております審判団はじめとして関係者には

改めて敬意を表したいというふうに思ってございます。そのようななかで、こ

のみどりが丘グランドでの今質問のなかにございましたけれども、内野部分に

おけるやはり多くの石が出ているというような状態、これらについては私ども

教育委員会としても十分承知はいたしているところでございます。そのことに

おきまして整備ということにつきましては当然行っていきたいという考え方は

全くないわけではないわけでありまして、その整備は図っていきたいという考

え方はございますけれども、やはり総体的な、財源的な問題等もございますの

で、現在のところ総合計画はじめとして、事業計上がされていないというのが

実態にはございます。やはりグランドということでは非常に危険性も伴ってま

いりますので、やはり整備については前向きに検討させていただくなかで、ま
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ずは内野部分について、これについてはその石、相当出るということもござい

ますし、さらには、排水の関係等もございますので、これらについては十分建

設水道課のほうとも協議をしながら、グランド整備には今後努めていきたいと

いうふうに考えてございますので、どの時点で、総合計画等にのるかどうかは

ちょっと現時点ではなんとも言えませんけれども、十分検討はさせていただき

たいというふうに思いますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 

委員長 ほかございませんか。平村委員。 

 

平村委員 同じく１８１ページの１目保健体育総務費のなかの、報償費なんですけれども、

これに該当するかどうかわかりませんけれども、保健体育総務費のなかで、執

行方針のなかで子どもから高齢者までの健康志向型スポーツ活動の推進を図る

と言われていますが、このことにかかわって、このなかの各種スポーツ教室等

の予算のなかに計上しているのかどうかと、具体的にどのようなことをやるの

か、その辺をお聞きしたいと思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 それではお答えをさせていただきたいと思います。執行方針のなかにおきまし

て健康体力づくりの魅力ある社会体育の推進というようなことで、いわゆる健

康志向型スポーツ活動の推進を図っていくということを一つの方針とさせてい

ただいているところでございます。これにつきましては、ここの予算計上にも

ございますけれども各種スポーツ教室の開設、開催というようなことも当然入

ってまいります。町民が気軽にといいますか、スポーツに親しんでいただくと

いうようなことで、レクリエーションといいますか、軽スポーツといいますか、

競技スポーツとは違って町民が本当に身軽にスポーツに親しんでいただいて、

健康増進を図っていただくと、いうようなことで、これらについては、これま

でも事業等については展開をさせていただいておりますけれども、よりに内容

等を充実させるなかで町民皆様方に、一般成人の方から高齢者まで、それぞれ

スポーツに慣れ親しんでいただくというそのような環境をつくっていきたいと

いうことで、平取としてはですね、軽スポーツ的には、ゲートボールでありま

すとかパークゴルフでありますとか、そういうようなスポーツは行っておりま

すけれども、できれば平取町としての何か独自のスポーツというんでしょうか、

運動っていうんでしょうか、平取町ならではの運動、スポーツというかそのよ

うな取り組み等も行っていきたいというふうに思っておりますので、２５年度

において十分、それについては検討等をさせていただきたいというふうに考え

ているところであります。 

 

委員長 ５番平村委員。 
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平村委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

大変良いことだと思いますので、ぜひこのいろんな各種の行事があって、町民

体育館とか公民館に来たときに、集まったときに、みんなで１０分でも１５分

でもやれるような、レクリエーション的なまた軽スポーツ的な町民体操でもい

いんですけど、そういうものを一つ作っていろんな、それだけに出てくるんで

はなくて、いろんな行事で参加したときに、１０分間でも前後にやるとかそう

いうかたちでやったほうがいいんではないかと思いますので、その辺を提案し

ときます。 

 

教育長。 

 

教育長 たしかに平村委員のご指摘のとおりなのかなというふうに思っております。教

育委員会の社会体育はもとより、町の保健福祉課との連携等も図るなかで、１

人でも多く、スポーツに親しんでいただきながら、健康維持をしていただくと

いうことに努めてまいりたいと考えておりますので、また今後とも、大所高所

よりご意見等を賜ればというふうに思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 

委員長 休憩いたします。 

 

（休 憩 午前１１時５７分） 

（再 開 午後 ０時５９分） 

 

委員長 再開いたします。午前中に引き続きまして９款の教育費よりはじめたいと思い

ます。それでは１８３、１８４ページ。１８５、１８６ページ。１８７、１８

８ページ。１８９、１９０ページ。１９１、１９２ページ。１９３、１９４ペ

ージ。１９５、１９６ページ。１９７、１９８ページ。１９９ページ。ただい

ままで歳入歳出の事項別明細書について質疑を行いましたが、第２表債務負担

行為及び第３表地方債を除く歳入歳出の全体を通して改めて質疑を受けたいと

思います。質疑ございませんか。山田委員。 

 

山田委員 それでは全体にということですけれども、主に歳入の項目で依然として納税の

滞納の滞納率が同じパーセンテージ、前年と同じパーセンテージで推移してい

るところであります。しかしながら、年々この滞納の金額が増えているという

状況にあるのは、確かなことだと思います。その件に関しまして、自分達も一

つ疑問に思ったのは、この不納欠損の処理の状況等も、町側からの判断どのよ

うになってるのかもみえてきてないわけでございます。収納に関しましては、

町税等収納促進特別対策要綱というものに従って副町長を頭に当然やられてい

る、努力されているとは思いますけれども、これが平成２１年に行いました町
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税滞納者に対する制限措置がはじまっているなかで、この項目のなかに、この

内容のなかも実際に実行されているのかどうかも見えてきていないという状況

が見受けられます。当然この町の収入に大きく影響する項目でありますけれど

も、この辺の対策、また不納欠損の判断、それから制限措置の対策に関して、

実際に実行したことがあるのかどうか、この辺について全般的にこの収納対策

についての考え方を聞いておきたいと思います。 

 

委員長 税務課長。 

 

税務課長 それでは、山田委員さんのご質問にお答えしたいと思います。まず不納欠損の

処分の関係ですけれども、不納欠損につきましては毎年、法律に基づいて執行

させていただいておりますけども、まず地方税法第１５条の７の第４項におき

まして、滞納処分の停止ということで、これは滞納処分する財産がないときや

滞納処分をすることで生活が著しく困難になるとき。また、滞納者が所在不明

の場合は、滞納処分停止をすることができます。またこの停止が３年継続した

ときは納付納入義務が消滅します。また地方税法第１５条の７第５項におきま

しては、執行停止後の即欠損ということで、滞納処分を執行停止した場合、徴

収金を徴収できないことが明らかなときは、地方公共団体の長がその徴収金の

納付納入義務をただちに消滅することができますということで、これらの法律

に基づいて、毎年額を決定させていただいております。それから平取町におき

ましては先ほどちょっとお話もありましたように、平成２１年の４月から平取

町町税等の滞納に対する制限措置に関する条例、これは町税でございまして、

国保税も含んでおります。これらの税目を対象とした制限措置条例を施行して

おりますけども、このなかには契約行為それから許認可、福祉サービス等の行

政サービス等に適用させていただいておりますけども現在のところ、これまで、

特に先ほど言いました契約行為等々をはじめとする福祉サービス等の行政サー

ビスに適用させていただいておりますし、国保税につきましては、保険証の発

行停止とか返還とかそういうかたちで対応させていただいておりまして、そう

いう制限対策をとっております。また税外関係につきましてはそういう措置は

ありませんけども、税に対してはそういう対応を取らせていただいております。 

 

委員長 山田委員。 

 

山田委員 もう一つ聞いておきたいんですけども、これだけの制限条例がありまして、そ

れを実際に実行されているのかっていうことをお聞きしたかったことと、あと、

要綱のなかにですね公金支出と滞納金の相殺収納を実行するため担当課と税務

課と連携して収納促進に努めると２条の２に書いてあるんですけども、千葉議

員が昨日、歯医者の問題で公金補助して２０万円払って、そのなから毎年決ま

った金額で収納しておりますということで、返答受けたんですけども一応払う
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ものは払うと。そしてもらうものはもらう行為ということの区別で、お金をも

らっているというんですけど、この要綱のなかを見ますと公金支出と滞納金の

相殺収納を実行できるような意味合いにとったもんですから、自分も先日産業

厚生の委員会のなかで、副町長に保育料の軽減対策ということで、今後実行し

ますということで、保育所料金の滞納のある人にもこれを一緒に補助出すんで

すかっていうこと聞きますと、払うものはやはり払って、収納はまた収納で実

行していきますという考え方を述べられたんですけども、ちょっと自分の意味

のとり方が違うのかどうかわかりませんけども、この辺の文書の解釈は自分の

今の判断の考え方で間違いないのかそのへんお聞きしたいと思います。 

 

委員長 税務課長。 

 

税務課長 税務上ですね、町外もそうかその辺のことは別として、税務に関係するものは

やっぱり今言われたように払うものは払う、払ってもらうものは払っていただ

く。そしてそういう相殺関係でなくてきちっと相対関係を図ってからというこ

とが基本となると思います。 

 

委員長 山田委員。 

 

山田委員 そうですか。そうしたらこの２条の第２に公金支出と滞納金の相殺収納を実行

するため、支出行為をする担当課は会計管理者及び税務課との連携を密にして

滞納者の収納促進に努める、というこの文書に関してはそうしたら相殺できな

いという意味合いでとっていいんですね。 

 

委員長 副町長。 

 

副町長 相殺できないということではなくて、相殺する中身だと思うんですよね。例え

ば土地買収使用を町が支払う町民がいたと。その方が税の滞納があったとする

とその土地買収代金と税の相殺というのは、実質いままでも、そういう執行は

してると思うんですよね。ただその前段の質問にありましたその保育料、これ

税でなくて料、保育料なんで、その辺と今後実施するその軽減措置との相殺と

いうのができるのかどうなのかっていうのは今のご質問についてすぐ返答でき

ない状況なんで、その辺については中身検討させていただきたいと思います。

未収の関係、滞納の関係の全体的なお話ですけれども、基本的には年４回、町

の収納対策会議を開催をして、その徴収期間にみあった協議をしてるわけです

けども、そのときそのときの収納状況また滞納状況をみながら、どういう対策

を進めていくかということを協議をして進めております。基本的にはいままで

の方針は滞納額より、現年の徴収を優先をするということで進めております。

滞納額をこれ以上増やさないということで進めております。比較的ですね、税
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の滞納ある方とその他使用料の滞納のある方が重複してる方もなかにはおりま

すので、そういうかたちで進めていくんですけども、なかなかいまの経済状況、

そして雇用状況含めてその滞納額まで支払い得る状況にはなっていないという

のが実態でございます。これからも粘り強く徴収していかなければならないの

かなというふうに思っております。それと町税の制限条例の関係ですけれども、

これにつきましても、制限をするのが目的ではなくて、要するに納税意識を普

及させると、滞納がある方についてはぜひ町に来て、納税相談をして制限条例

の適用を受けないようなそういう、例えば分納でもいいですからそういう対応

していただきたいという、それが基本的なこの条例の目的でございますので、

そういうかたちで進めていければなというふうに思っております。この２１年

の４月に滞納制限条例制定してから、それ以降につきましては、例えば町営住

宅の入居に関しての審査についても、きちっと滞納ある方については入居させ

ない、あるいは納税を先にしてもらうと、そういう確約をとりながら事務を進

めております。そういうことで、なるべく滞納額を増やさないかたちでいまの

ところ事務をとり進めておりますので一つご理解をお願いをしたいというふう

に思っております。また使用料、税でなくて使用料の関係についてもいろいろ

保証人つきのものもございますので、保証人の洗い直しを再度しまして、保証

人で対応できるものについては保証人対応をということでも考えております。

ただ古いものについては、保証人そのものが亡くなっているものだとかいうの

もございますので、それについてもいま整理をしてる段階でございますので、

整理でき次第また総務常任委員会のほうに提出をさせてもらうことにしており

ますので一つ、ご理解のほどよろしくお願いしたいと思います。以上で、答弁

に代えさせていただきたいと思います。 

 

委員長 山田委員。 

 

山田委員 努力されるということで理解しました。ただこれ２１年にできて制限条例の今

副町長おっしゃられました、納税に対する意識向上のためにということなんで

すけど、これ毎年春先にでも年１回でも配ってるのかどうか、その辺の対応も

今後どのようにしていくのか、お願いしたいと思います。 

 

委員長 税務課長。 

 

税務課長 ２１年度に策定しました要綱に基づきまして、条例に基づきまして、パンフレ

ット等も広く住民に周知してきたところですけれども、毎年あまり更新してい

ない状況にありますので、見直しもして、なるべく見やすいようなかたちで、

さらに住民ＰＲに資するようにして、また滞納者の少しでも減少に取り組んで

いきたいなというふうに考えておりますのでよろしくお願いします。 
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委員長 よろしいですか。ほかございませんか。平村委員。 

 

平村委員 ６８ページの基金運用についての確認を含めてお伺いしたいんですが、ここの

基金運用について、実は先輩議員からこの基金は運用益金、利息の範囲で審議

会の意見を聞いて基金事業を充当するということができる条例をつくったそう

です。それが平成１５年１２月の町議会で運用益金の範囲内という部分を削減

され、元金も取り崩しできる条例改正をされています。このときにこの基金運

用を審議するなどになっている審議会も廃止することになっていたので、審議

会を廃止する以上、基金運用に当たっては議会に対して十分説明し、取り崩し

の協議をするよう意見を申し上げ、町長は議会と協議するという答弁をしてい

たそうです。いま、この基金運用にあたっては、議会と協議されているのかど

うかというお話を質問されたのですが、私もよくわかりませんので、ちょっと

お伺いしたいと思います。この件は前町長の中道町長時代のことですが、当然

継続されるべきだと思います。この協議はその後どのようになったのかよくわ

かりませんが、条例議決にあったってのことで、議会とも確認してあるのかど

うかどうかわかりませんけど、私のなかでは、議会に提案されたかどうか記憶

にないので、その辺の運用について、お伺いしたいと思います。 

 

委員長 町長。 

 

町長 それではお答え申し上げますが、平村委員がご指摘の通り、当初につきまして

はこの沙流川ダム基金については、果実でいろいろと運用するということにな

っておりましたけれども、従前から、私のほうでもお話がございましたように、

平成１４年当時、三位一体の改革等で非常に交付税が削減をされてなかなか住

民のニーズにこたえた対応ができないということで、人づくり基金だとかいろ

んな基金を合わせながら対応しなきゃならない、そしてまた平成１５年にはこ

の沙流川ダムの基金についても元金を取り崩すことでご了解をいただきなが

ら、今日に至っているところでございます。それで財源充当については大きな

事業があればそこに大きく投資をすることができますけども、どうしても収入

と支出をみても小さな事業はたくさんあるものですから、そういうなかで大き

なものに財源充当できないということもございますので、相当各般にわたって

その財源充当しているという実態にございます。そういったかたちのなかで、

この財源の収支が合わない充当の部分については町側の専決というかそういう

かたちでお願いをしたいなというふうに考えてございます。運営委員会とかそ

ういうかたちの機能もございませんし、その財源充当については本当に事務的

なかたちで、そしてなおかつ予算説明資料のなかに、こういうかたちのなかで

財源を充当しますよというようなかたちでこの予算説明資料のなかにも、記載

をしてございますのでそういうなかで、何か疑問があればご質疑を賜りながら、

ご承認をいただければというふうに思っておりますので、よろしくお願いした
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いと思います。 

 

委員長 よろしいですか。ほかございませんか。６番松澤委員。 

 

松澤委員 １１５ページの３款１項１目１９節、昨日も質問いたしました社会福祉協議会

の補助金のことについて伺います。昨日のご説明で人件費に係る補助金という

ことで、現在町職員の方が出向いていらっしゃいますけども、その方の人件費

ということでもあるんですよね。ということで場所もふれあいセンターのなか

ということで町民の方は町の組織と思ってる方が多くいると思います。ほかの

町をみましても、活発に活動してる社会福祉協議会は独立してるっていう、そ

ういう活動をなさってるような感じを受けます。これからも補助金をこれだけ

出していけるのであれば、専門知識を持った方を雇うということもできるので

はないかと思います。いろんなことの活動のなかでも本当にそういうことでき

るんじゃないかなと思いまして、これからも町職員を出向いて人件費として補

助金を出し続けていくつもりなのか、ちょっと町長にお聞きしたいと思います。 

 

委員長 町長。 

 

町長 基本的には社会福祉協議会については独立したかたちのなかで、行政ができな

い部分を補完していただくというようなことで大変住民の先端に立った組織と

いうかたちでやはり町としても、側面から応援していかなければならないとい

うことで、従来から、事務局長あるいは職員も直接職員を派遣しながらやって

おりますが、ここ数年は人件費の削減しながらやってきているのが今日の現状

でございますけれども、そういった面では町の援助についてはやはりどうして

も各町民からの会費と寄附という流動的なかたちのなかで運営している関係

上、ある程度は、町から支援しながら社会福祉協議会としての独自の運営を尊

重しながら、先頭に立ってやってもらうというかたちでは大変重要なものとい

うふうに考えておりますので、今後とも、あらゆる側面をしながら機能を発揮

していただくことが大事なのかなというふうに思っておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 

委員長 よろしいですか。ほかございませんか。５番平村委員。 

 

平村委員 １８３ページの学校給食費なんですけれども、予算にはないんですけれども、

この科目で全学校給食での食物アレルギー問題がいま、全国的に出ています。

そのなかでちょっとお伺いしたいんですが、学校現場で食物アレルギーによる

事件が発生しているようで、これらの対策の徹底が求められています。食物ア

レルギーがある児童生徒の割合は近年増加傾向にあります。現行の対応につい

ては、学校での注意点をまとめ文科省検収の指針があるようですが、対応は市
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町村にゆだねられているようです。いま、文科省では学校給食のアレルギー対

応検討委員会を設置して対策をまとめているようですが、学校現場では事故防

止対策を講じられ、万全を期しているとは思いますが、現状についてお伺いし

たいと思います。 

 

委員長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習

課長 

ただいまの質問にお答えしたいと思います。毎年アレルギーについてはいろん

なタイプのアレルギーがありますけれども、それぞれ各学校によりアンケート

と言いますか、この子どもはどういうアレルギーっていうのを保護者の方から

提出してもらって、それを毎年確認しておりまして、給食のメニューもその子

どもの分だけ別に作るということで、対応して、気をつけております。栄養士

も指導に入っておりまして、各学校、そういう点についても注意をしておりま

して、学校給食員の研修会というのを年２回行っておりまして、そういう研修

会のなかでも徹底して注意してやるように指導しているということです。 

 

委員長 平村委員。 

 

平村委員 学校給食の方とそれから父兄とで連携をとっているということですけれども、

栄養士さんばかりじゃなく、養護教諭の先生方との対応もね、一緒に話し合い

ながらそういう対応したらどうかと思いますので、その点も。特にだんだんア

レルギーの方が増えてますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

委員長 教育長。 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは食物アレルギーの対応についてお答えをさせていただきたいと思いま

すけれども。ただいまの平村委員のご指摘のとおり、昨今におきましては、学

校給食によりますアレルギーということで、事故等が多発しているという現状

にございます。昨年の１２月になりますけれども東京都においてですね、アナ

フィラキシーによるショック死というようなことで児童が亡くなったという事

例がございます。そのようなことにおきまして、当平取町におきましても、学

校給食におけます食物アレルギーの対応ということで、それぞれマニュアルを

作成をするなかで、各校において、対応措置を図っているところでございます。

そのなかにおきましては、対応のフローチャートというようなことで設けてご

ざいまして、まずは食物アレルギーの調査の実施ということで本旨については

先ほど課長が申し上げましたけれども、保護者に対しまして児童生徒に関わり

ます食物アレルギーの調査をまず実施をいたしてございます。そのようななか

でさらに、アレルギーをお持ちになっている児童生徒の保護者に対しまして、

個別の面談を行ってございます。さらには、その面談の結果を受けて、栄養教
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委員長 

 

 

諭が個人カードの作成をするということになってございます。さらには、この

個人カードの作成のもとに、関係者を交えまして対応方法の検討を行うという

ことで、これには、学校長をはじめ、ただいま質問にもございましたが、養護

教諭でありますとか栄養教諭、さらには学級の担任そして給食担当教諭であり

ますとか調理員がこれらの対応等について検討を行うということになってござ

います。これらの対応にかかります検討を行いまして学校長が最終的な対応実

施について決定をしていくということになります。それで対応内容の把握とい

うことになってまいりますが、このことにつきましては、教育委員会、さらに

は栄養教諭というようなことで、現在栄養教諭についてはご承知のとおり平取

小学校に配属というようなことで、現実的に事務そのものは教育委員会におい

てとってございますけれども、１名栄養教諭を配置しているということで、教

育委員会そして栄養教諭がこれらの学校長からの報告を受けて、内容等の確認、

把握を行うということでございます。その上におきまして環境の整備でありま

すとか調理員への指導を行っていくということになってまいります。さらには、

これらの対応内容の把握を行ったなかで情報の共有ということで、学校長にお

きましては、全教職員のほうへ周知徹底を図るということにしてございます。

さらには、対象保護者への対応内容を通知をいたしますとともに、必要に応じ

て具体的なアレルギーに関しての内容の調整を行っていくということにしてご

ざいます。そのようなことで現実的に学校給食におけるその食物アレルギー、

何をもってアレルギーとなるのかというようなことで、それらについて、それ

ぞれの給食から除去していくというようなことで最終的には除去するというこ

とにしているところでございます。最終的にはまたさらには評価見直しという

ことで、毎年定期的に対応させていただいてるということでございますので、

一定のマニュアルの基に、各校そして教育委員会ともにそれぞれ対応させてい

ただいているということでございますので、ご理解のほどよろしくお願いしま

す。 

 

よろしいですか。ほかございませんか。それでは質疑を終了いたします。 

それでは、予算書７ページ、第２表、債務負担行為について質疑を行います。

質疑ございませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に８ページ。第３表、地方債について質疑を行います。

ございませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。以上をもちまして平成２５年度平取町一般会計予算に対

する質疑を終了いたします。 

続いて議案第２０号平成２５年度平取町国民健康保険特別会計に対する質疑を

行います。国保８ページの歳入から質疑を行います。質疑ございませんか。よ

ろしいですか。国保９、１０。国保１１、１２。国保１３、１４。国保１５、
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１６。国保１７、１８。国保１９、２０。国保２１、２２。国保２３、２４。

国保２５、２６。国保２７、２８。国保２９、３０。次に歳出の質疑を行いま

す。国保３２ページの質疑ございませんか。国保３３、３４。国保３５、３６。

国保３７、３８。国保３９、４０。国保４１、４２。国保４３、４４。国保４

５、４６。国保４７、４８。国保４９、５０。国保５１、５２。国保５３、５

４。国保５５、５６。国保５７、５８。国保５９、６０。国保６１、６２。国

保６３、６４。国保６５、６６。藤澤委員。 

 

藤澤委員 藤澤です。この特別会計で後期それから介護会計と絡んだなかで、この国保の

部分で説明をいただきたいと思います。端的に申し上げます。介護保険料の管

内的な金額、あるいは介護保険料の負担分、すべてを絡めましてですね、この

国保のいわゆる、負担分を幾ばくかでも下げられる状況が将来考えられるのか

どうか、所見を伺いたいと思います。 

 

委員長 町民課長。 

 

町民課長 お答えいたします。今のご質問でございますけど、保険税、のことでしょうか。

本年度、保険税下げております。そのなかで、後期支援分、それと介護の分の、

資産割と平等割の部分について保険税は下げております。それで、医療分の所

得割のほうですか、そちらについては、今回は手はつけておりません。今回下

げたなかでまた、この数年様子をみながら、下げれればまた下げていきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 

委員長 ほかございませんか。６５、６６ページございませんか。６７、６８。国保６

９ページございませんか。以上で平成２５年度平取町国民健康保険特別会計の

質疑を終了いたします。 

続きまして、議案第２１号平成２５年度平取町後期高齢者医療特別会計に対す

る質疑を行います。後期の６ページをお開き願います。６ページ歳入、質疑ご

ざいませんか。後期７、８ページ。後期９、１０ページ。後期１１、１２ペー

ジ。後期１３、１４ページ。後期１５ページ。次に歳出の質疑を行います。後

期１７ページ。質疑ございませんか。後期１８、１９ページ。後期２０、２１

ページ。後期２２、２３ページ。ございませんか。以上をもちまして平成２５

年度平取町後期高齢者医療特別会計の質疑を終了いたします。 

続きまして、議案第２２号平成２５年度平取町介護保険特別会計に対する質疑

を行います。介保７ページの歳入から質疑を行います。ございませんか。介保

８、９ページ。介保１０、１１ページ。介保１２、１３ページ。介保１４、１

５ページ。介保１６、１７ページ。介保１８、１９ページ。介保２０、２１ペ

ージ。介保２２、２３ページ。介保２４、２５ページ。介保２６、２７ページ。

介保２８ページ。次に歳出の質疑を行います。介保３０ページの質疑はござい
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ませんか。介保３１、３２ページ。介保３３、３４ページ。介保３５、３６ペ

ージ。介保３７、３８ページ。介保３９、４０ページ。介保４１、４２ページ。

介保４３、４４ページ。介保４５、４６ページ。介保４７、４８ページ。介保

４９、５０ページ。介保５１、５２ページ。介保５３、５４ページ。介保５５、

５６ページ。介保５７、５８ページ。介保５９ページございませんか。以上を

もちまして平成２５年度平取町介護保険特別会計の質疑を終了いたします。 

続きまして、議案第２３号平成２５年度平取町簡易水道特別会計に対する質疑

を行います。水道７ページをお開きください。７ページの歳入から質疑を行い

ます。質疑ございませんか。水道８、９。水道１０、１１ページ。水道１２、

１３ページ。水道１４ページ。次に歳出の質疑を行います。水道１６ページの

質疑ございませんか。水道１７、１８ページ。水道１９、２０ページ。水道２

１ページ。次に、水道４ページをお開きください。水道４ページの第２表地方

債について質疑を行います。質疑ございませんか。なければ以上をもちまして

平成２５年度平取町簡易水道特別会計の質疑を終了いたします。 

続きまして議案第２４号平成２５年度平取町国民健康保険病院特別会計に対す

る質疑を行います。病院の５ページ、収益的収入から質疑を行います。質疑ご

ざいませんか。病院６、７ページ。病院８、９ページ。病院１０、１１ページ。

病院１２、１３ページ。次に病院１４ページの資本的収入の質疑を行います。

６番松澤委員。 

 

松澤委員 資本的収入の１款の奨学資金貸付金償還金のところになると思いますけども、

いま収入があるということは残念ながら事情があって奨学金を受けながら学校

行ってた方が途中で退学なさって規定により返還しているということだと思い

ます。この補助金出る、この助成が出ることなんですけども、町の看護業務に

３年間従事するってことで受給されるという奨学金なんですが、なかなか世間

に知られてないという感がありますので、このことを常に看護師さん、お医者

さんがいないという状況、いつも困ってらっしゃいますので、中学校、高校な

どに行ってこの奨学金のことを説明して、これからの生徒さんたちが行けるよ

うなかたちにしたり、どうかなと思うんですけどもＰＲの仕方と言いますか、

そういうことちょっと考えていただきたいなと思うんですが。 

 

委員長 国保病院事務長。 

 

病 院 事 務

長 

お答えいたします。ただいまの奨学金の関係ですけれども、この奨学金につき

ましては平取町看護職員奨学資金等支給要綱において定められております。そ

のなかで、看護師、准看護師を要請する学校に就学するものに対して奨学金を

支給するということで、奨学金の金額につきましては、看護師にあっては月額

７万３千円、准看護師にあっては月額４万７千円を支給するということになっ

ております。このしばりですけども、支給を受けた方につきましては町の看護
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業務に３年間従事することとなっております。先ほどご質問にありましたよう

に、資本的収入のなかで、奨学金の貸付金の償還金６万円を予算でみておりま

す。これにつきましては平成２２年度に貸付けた方１名いらっしゃいまして、

月額７万３千円の１２か月、１年間を貸付けております。貸付額は８７万６千

円ということでございますけれども、残念ながら１年間で中途退学されたため、

要綱に定める返還事由に該当するため、現在返還をしていただいております。

貸付額が８７万６千円ということで、いままで返還していただいた額が１４万

５千円ありまして、残り７３万１千円を分割で納めていただくということにな

っております。この看護師の確保につきましては、先日開催されました議会運

営委員会のなかでも委員の方より、危機感を持って対応してほしいという意見

もございまして、私どもといたしましても、いろんな方法で確保対策として考

えております。この奨学資金についてもですね、学校さんのところに訪問しな

がら、こういう制度があるということを周知しながら、またまちだよりや広報

紙を通じて十分周知させていただきまして、看護師の確保に万全を期していき

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員長 ほかございませんか。平村委員。 

 

平村委員 ちょっと戻りますけど病院の１１ページ。１１節の委託料のなかで、休日等嘱

託医師派遣委託料というのがあるんですけれども、この委託料の派遣の勤務実

態とどこに委託しているのか、お知らせ願います。 

 

委員長 病院事務長。 

 

病 院 事 務

長 

ただいまのご質問ですけれども、委託料のなかの休日等嘱託医師派遣委託料で

ございますけれども、５５２万円ということでございます。これにつきまして

は、嘱託医師というか出張の先生の場合ですね、先生に直接払う分と、病院を

通して契約してる分がありまして、この分については病院の直接契約というこ

とで、勤医協中央病院から毎月来ていただいている、先生に支払う分とレント

ゲンの待機の分の委託業務、これも含めて予算計上させていただいております。 

 

委員長 平村委員。 

 

平村委員 その下の医師送迎委託料っていうのも、医者の出張に来るときの送迎なのかも

しれませんけれども、それもどこに委託しているのですか。 

 

委員長 病院事務長。 

 

病 院 事 務 医師送迎委託料につきましては、先生がご自分の車で来られない場合、南千歳
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長 駅まで送迎させていただいております。これに係る委託料ということで町内の

業者と契約しております。 

 

委員長 ほかございませんか。平村委員。 

 

平村委員 もう一つ、その下の医師招聘業務委託料っていうのもあるんですけれども、こ

の業務内容はどういう機関に委託されているのかお伺いします。 

 

委員長 病院事務長。 

 

病 院 事 務

長 

この下の医師招聘業務委託料のことですね、これについては札幌にありますロ

クメディカルという会社と医師の招聘についての委託をさせていただいており

ます。月額１０万円で消費税も含めて年間１２６万ということで、ここを通じ

て来ていただいてる先生につきましてはいままでも実績ありまして、いまいら

っしゃる小林先生などにつきましても、ここの会社を通じて招聘をさせていた

だいております。 

 

委員長 ほかございませんか。５番平村委員。 

 

平村委員 そのあと院内清掃業務、以下、夜間とかずっとあるんですけれども、この各業

務の人数、委託している人数をこの別ごとに何人なのか教えてください。今わ

からなかったら、あとでまとめて書いてくれてもよろしいです。 

 

委員長 病院事務長。 

 

病 院 事 務

長 

この委託業務の内容につきましてはそれぞれありまして、ちょっと今すぐ、ど

こが何名ということは資料としてはあるんですけども、正式にまとめまして、

後ほど文書でもって提出させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員長 ほかございませんか。平村委員。 

 

平村委員 もう一つ、最後の病院改築コンサルタント業務委託というところで、金額は書

いてないんですけど、委託料は総務省で無償でアドバイザー派遣制度っていう

のがあるので、この制度の利用をしようとしているのかどうかお伺いします。 

 

委員長 病院事務長。 

 

病 院 事 務

長 

病院改築コンサルタント委託料につきましては、平成２５年度におきまして病

院改築に係る検討委員会を設置して協議をしていく予定となっております。協
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議につきましては全くの白紙状態からのスタートではなくてですね、現在の地

方の公立病院を取り巻く・・・的な考え方を盛り込んだ何通りかのプランを提

案し、そのなかで検討していただければと考えております。今回計上させてい

ただいた委託料につきましてはこのプラン策定に係る委託料となっておりまし

て、委員ご指摘の総務省の関係とまた別に考えております。 

 

委員長 よろしいですか。ほかございませんか。なければ病院１５ページの資本的支出

の質疑を行います。質疑ございませんか。以上をもちまして平成２５年度平取

町国民健康保険病院特別会計の質疑を終了いたします。 

以上をもちまして議案第１９号から議案第２４号までの平成２５年度平取町各

会計予算に対する質疑を終了いたします。 

次に、討論を行います。議案第１９号平成２５年度平取町一般会計予算に対す

る反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って議案第１９号平成２５年度平取町一般会計予算について

は、原案のとおり可決いたします。 

続いて、議案第２０号平成２５年度平取町国民健康保険特別会計予算に対する

反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って議案第２０号平成２５年度平取町国民健康保険特別会計

予算については原案のとおり可決いたします。 

続いて、議案第２１号平成２５年度平取町後期高齢者医療特別会計予算に対す

る反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、議案第２１号平成２５年度平取町後期高齢者医療特別

会計予算については原案のとおり可決いたします。 

続いて議案第２２号平成２５年度平取町介護保険特別会計予算に対する反対討

論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
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定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って議案第２２号平成２５年度平取町介護保険特別会計予算

については原案のとおり可決いたします。 

続いて、議案第２３号平成２５年度平取町簡易水道特別会計予算に対する反対

討論はございませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、議案第２３号平成２５年度平取町簡易水道特別会計予

算については原案のとおり可決いたします。 

続きまして議案第２４号平成２５年度平取町国民健康保険病院特別会計予算に

対する反対討論はございませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、議案第２４号平成２５年度平取町国民健康保険病院特

別会計予算については原案のとおり可決いたします。 

以上で本委員会に付託されました、平成２５年度平取町の各会計の審査は終了

いたしました。それでは、ただいままで各委員より出されました意見等をまと

めまして、委員長報告を作成し、明日の委員会において改めて協議いただきた

いと思います。本日の委員会はこれで終了いたします。明日１４日は午後１時

３０分から委員会を再開いたしますので、定刻までにご参集願います。本日は

まことにご苦労様でした。 

 

  

（散 会 午後 １時５５分） 

 


